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常磐大学「2022年度行動計画の実績報告」について 

 

標記の件については、本学における学修（学習）の成果に基づく教育研究活動等の改善を継続的に行う仕組み（「内部質保証」）の実績として報告します。 
 

１．常磐大学・常磐大学大学院 2022年度行動計画  ※下線部は、特に「TOKIWA VISION 2023」の達成に向けて新たに取り組む項目や重点的に取り組む項目。 
基準 大学評価基準 TOKIWA VISION2023 

※2019～2023年度 

行動計画 
［2022年度計画］ 

2022年度実績報告 

※年度末報告 
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［基準Ⅰ-A ミッション］ 
Ⅰ-A-1 ミッションを確立して

いる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅰ-A-2 高等教育機関として地

域・社会に貢献している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．地域連携・国際交流 

（１）地域連携活動の充実 

・地方公共団体および産業界等

との連携・交流の推進 
・地域における各高等教育機関

との連携の推進 
・学修者が生涯学び続けられる

ための多様で柔軟な仕組みと

流動性の確保 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［基準Ⅰ-A ミッション］ 
Ⅰ-A-1［全学的な取り組み］ 
・「TOKIWA VISION 2023」に基づき理

事会が行う「定期的な達成状況の検証」

の結果、および理事会が「年度ごとに策

定する具体的な事業計画」を踏まえて当

年度の行動計画を策定し、実施する。 
・建学の精神を基軸とした3つのポリシー

（DP、CP、AP）の有機的関連につい

ては、教育環境の変化や地域社会からの

期待等を踏まえながら、引き続き検証に

取り組む。具体的には、2021年度に作

成した「履修系統図（表／図形式）」の

点検・見直しを通じて、検証を進める。

この際、「トキワde SDGs」を推進す

る観点から、SDGsゴールとの関連も踏

まえる。 
Ⅰ-A- 1[看護学部看護学科] 
①各学年の授業内において、ミッションお

よび教育理念、またそれらに基づき設定

した看護学部の養成する人材像、DP、
コンピテンシーを学生と教員が確認し、

共有する。 
 
 
-------------------------------------- 
Ⅰ-A- 1[看護学研究科] 
・2022年度開設した本研究科の使命は世

界、日本、茨城県の全域を見据えて、所

属する組織の一員としてあらゆる人々の

健康と福祉に貢献できる看護職者とし

て、長期的・中期的視点から質の高い高

度専門職職業人を養成することである。

今年度はこの使命を達成できるための基

礎作りの年であり、設置の趣旨の通り運

営体制を整備しつつ、教育活動を進めて

いく。 

Ⅰ-A-2［全学的な取り組み］ 
・協定書等に基づく特別聴講生制度（単位

互換）については、地域における各高等

教育機関と協議のうえ、各大学等の特色

を活かした連携となるよう推進する。 
------------------------------------- 

Ⅰ-A-2［人間科学部共通］ 
①教員による地域の生涯学習、研修会、公

開講座等への参画を継続。 
②学生による学外での活動の機会を提供、

活動支援。 
 

[心理学科] 

・茨城県立水戸南高等学校と常磐大学の連

携によるキャンパスエイド活動の実施。 

[教育学科] 

・教員養成のための、三大学連携協議会へ

の参加を継続し、シンポジウムなどの開

催に関わる。 
[現代社会学科] 

・茨城県社協、水戸市社協との連携のもと

に、実務家教員の派遣を継続。 
・施設の実習指導者の養成のための講習会

の開催について協議を進める。 
・水戸市男女平等参画課の政策提言と両立

体験プログラムに学生が参加する機会を

［基準Ⅰ-A ミッション］ 

Ⅰ-A-1［全学的な取り組み］ 

・「TOKIWA VISION 2023」に基づき理

事会が行う「定期的な達成状況の検証」

の結果、および理事会が「年度ごとに策

定する具体的な事業計画」を踏まえて当

年度の行動計画を策定し、実施した。 
・卒業の認定に関する方針（DP）と教育

課程の編成及び実施に関する方針

（CP）の一貫性の確保に特に意を用い

つつ、各学科等の主体により、SDGsゴ
ールとの関連も踏まえながら、履修系統

図（表／図形式）の点検・見直しを行っ

た。 
 
 
 

Ⅰ-A- 1[看護学部看護学科] 

①1年次科目「看護職への道Ⅰ（看護職の

学びの基盤）」初回授業において、ミッ

ションおよび教育理念、看護学部の

DP、コンピテンシーを学生と共有し

た。2年次以降に関して、科目を決めて

毎年次に確認していくことが課題であ

る。 
-------------------------------------- 
Ⅰ-A- 1[看護学研究科] 

・開設準備委員会が作成した設置の趣旨に

基づき、左記のとおり本研究科のミッシ

ョンを 2022 年度看護学研究科履修案内

に明示し、公表している。 
・ミッションを実現できるように充実した

教育活動を進めるために、全学的な委員

会の他に看護学研究科独自の組織として

教務委員会および FD 委員会の立ち上げ

や規程制定など開設準備委員会から引き

継ぎ、研究科の運営体制を整備した。 

Ⅰ-A-2［全学的な取り組み］ 

・2022年度秋セメスターから一部の授業

科目において同制度を再開し、3名の学

生を受け入れた。 
 

------------------------------------- 

Ⅰ-A-2［人間科学部共通］ 
①地域連携センターが把握している、本学

部所属教員による地域の生涯学習、研修

会、公開講座等への参画件数26件。                                            
②学科等の単位で、学生による学外での活

動の機会を提供、活動支援を行った。 
[心理学科] 

・茨城県立水戸南高等学校と常磐大学の連

携によるキャンパスエイド活動の実施。  
[教育学科] 

・11/5 に三大学連携シンポジウムを開催

し、本学の学生116名が参加した。 
 
[現代社会学科] 

・7 科目において実務家教員の派遣が実現

した。 
・施設の実習指導者の養成のための講習会

を9月に開催した。 
・水戸市男女平等参画課の政策提言と両立

体験プログラムに学生が参加する機会を
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提供する。 
・演習科目において学外観察調査を実施す

る。 
[コミュニケーション学科] 
①「デザインを介した地域連携」として、

ひたちなか海浜鉄道湊線および、その支

援団体であるおらが湊鉄道応援団、

MMMへの教員、学生、一丸となった地

域活性活動を継続する。 
②地元酒造会社と連携した、学生による製

品のデザイン提案を推進する。 
③教員が県内・市内の日本語学校およびボ

ランティア日本語教室と連携し、教員指

導のもと、学生がインターンシップやボ

ランティア活動を通して、地域在住の外

国人を支援する活動を行う。 
 

 

 

 

[健康栄養学科] 
・茨城県栄養士会・茨城県保健福祉部保健

予防課・茨城県糖尿病協会、茨城県歯科

医師会との連携事業を継続。 
・茨城県農林水産部主導の産学官共同の地

産地消推進プロジェクト等連携事業を推

進する。 
・水戸市との学官連携による「水戸市学生

食育サポーター」による学校給食食育事

業の推進の継続。 
 
 
 
 
 
 
 
 
-------------------------------------- 
Ⅰ-A- 2 [総合政策学部] 
①地域における高等教育機関、地方公共団

体および産業界との連携・交流を推進す

る。 
②教員による地域の生涯学習、研修会、公

開講座等への参画を継続する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
-------------------------------------- 

Ⅰ-A-2［看護学部看護学科] 

①地域での公開講座、生涯学習、研修会に

教員を派遣する。 
②連携協定のもとに茨城県内国立病院機構

と共同で実施している「みとかい」（看

護職者研修）、「TOKI2プレナース体

験」（高校生対象の研修）を継続する。 
③連携病院の看護研究支援を継続する。 
④オープンカレッジ参画を継続する。 
⑤看護の魅力を伝えるために高校への出前

授業を継続する。 
⑥正課授業の開放（科目等履修生の受け入

れ）を進める。 
⑦学生の学外での活動機会の提供、活動支

援について検討する。 

提供した。 
・演習科目において学外観察調査を実施す

る機会を提供した。 
[コミュニケーション学科] 

①ひたちなか市において、学生が主体とな

り行政、地域団体と連携し下記の業務を

行なった。 
・市内の空き家のリノベーション(コミュ1) 
・MMM展の開催 
・阿字ヶ浦役にてプロジェクションマッピ

ングイベントの実施 
・美乃浜学園にて「プログラミングワーク

ショップ」の実施 
②梅酒デザインに関しては、デザイン案の

選定を行なった。 
③ 教員が県内・市内の小学校、日本語学校

およびボランティア日本語教室と連携

し、教員指導のもと、学生がインターンシ

ップやボランティア活動を通して、地域

在住の外国人を支援する活動を行った。 
[健康栄養学科] 

・公益財団法人茨城県歯科医師会が主催す

る「令和 4 年度噛むかむレシピコンテス

ト」において、健康栄養学科学生が「噛む

かむレシピ賞」を受賞した。 
・いばらきの地魚取扱店認証委員会との連

携協力、「いばらきの地魚プロジェクト」

の第 2 弾として、「IBARAKI YARIIKA 
MARINADE （いばらき やりいかマリ

ネ）」を10月8日から茨城県内ヨークベ

ニマル42店舗で発売。産学連携「常磐大

学×株式会社マルト商事」 商品開発プロ

ジェクトの発表会を行った。 
・水戸市との学官連携による「水戸市食育

サポーター」において、学生が水戸市内の

小中学校で、食に関するボランティア活

動を行った。また、水戸市の特産品である

米粉を用いた給食献立の開発を行った。 
-------------------------------------- 
Ⅰ-A- 2 [総合政策学部] 

①地域における高等教育機関、地方公共団

体および産業界との連携・交流について

は、自治体委員会への学生参加が 2 件、

教員・学生参画事業が7件あった。また、

本学部の科目として実施される外部組織

との連携協定・寄付講座は、常陽銀行2科

目、いばらき中小企業グローバル推進機

構2科目、株式会社アプリシエイト3科

目、水戸観光コンベンション協会1科目、

水戸信用金庫 2 科目、自治体１科目であ

った。継続して連携・交流を推進する。 
②教員による地域の生涯学習、研修会、公開

講座等への教員参加が24件あった。継続

して参画を推進する。 
-------------------------------------- 

Ⅰ-A-2［看護学部看護学科] 

①母子保健相談員養成講座、兵庫県の県立 

病院等管理職研修に講師として教員を派

遣した。 
②「みとかい」（看護職者研修）はcovid-19 
の感染拡大により開催できなかった。 
「TOKI2 プレナース体験」（高校生対象

の研修）は水戸医療センターとの共催に

より3月に実施（参加者21名）。Covid-
19 の影響により開催時期が遅くなった

ためか参加希望者が前年度より少なかっ

た。次年度は開催時期について検討する。 
③連携病院 2 施設の看護研究支援のため、

それぞれにおいて、研修会（基礎コース、

実践コース）を立案・実施した。参加者数
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⑧県内看護系大学との連携について検討す 
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-------------------------------------- 
Ⅰ-A- 2[看護学研究科] 

・本研究科の使命そのものが茨城県の看護

の質向上への貢献であり、本研究科入学

生は県内の医療・教育機関で働く看護職

者を主たる対象としている。そのため、

働きながら学修できるように遠隔授業シ

ステム等を充実すると共に、募集活動お

よび実習などにおいて院生の職場と緊密

な協力体制を築いていく。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-------------------------------------- 

は、水戸医療センター：基礎28名、実践

29名、霞ヶ浦医療センター：基礎4名、

実践10名であった。 
④ウクライナ支援に関するオープンカレッ 

ジを開講したが、応募者数が最少人数に

達せず中止となり、PR方法が課題となっ

た。 
⑤地域で開催される進学説明会（6回）、高

校で開催される系統別説明会・模擬授業・

出前講座（13回）、高校生や保護者のキャ

ンパス見学（2回）に教員を派遣した。 
 また、桜の郷キャンパスにおいて、常磐大

学高等学校（2年生39名、3年生24名）、

県立水戸第二高等学校（1・2年生20名）

それぞれに特化した看護体験授業を実施

した。 
⑥科目履修生の受け入れについて検討し、 

2023 年度から概論科目等を開放するこ

ととした。 
⑦水戸ホーリーホックコラボデ―に際し、

学生 21 名が健康教育用ポスターを作成

し、会場に掲示した。試験期間中のため当

日の学生参加はできなかったが、教員 1
名が参加した。 

 また、ときわ祭において、近隣の福祉施設

くれよん工房の方々と学生が手作り雑貨

や清涼飲料水を販売し、その利益の一部

を茨城新聞社歳末助け合い募金に寄付し

た。 
⑧県内看護系大学との連携に関する検討は

未着手であり次年度の課題である。 
 県内実習施設との連携を強化するため、4
月に実習連絡協議会を開催した。Covid-
19の感染拡大防止のため、対面とオンラ

インのハイブリッド形式で行い、46施設

56名の臨地指導者の出席があった。 
-------------------------------------- 

Ⅰ-A- 2[看護学研究科] 

ア． 入学者は全員県内看護職者 
・本研究科の使命自体が茨城県の看護の質

向上への貢献なので、本研究科入学生

（定員6名）として2022年度及び

2023年度とも全員県内複数の医療機関

で働く看護職者各6名、計12名を確保

した。但し、2022年度入学生のうち1
名が家庭の事情で5月に退学した。 

イ. 専門看護師教育課程の立ち上げ 
・県内病院管理者の要望を受けて「小児専

門看護師」および「精神専門看護師」の

２つの教育課程を準備し、高度実践看護

師教育課程審査委員会（JANPU）に申

請し、認可を受け、2023年度入学合格

者6人中4人が専門看護師教育課程の履

修希望者（小児CNS2名、精神CNS2
名）であった。 

ウ．遠隔授業システムの充実 
・働きながらの学修に支障がないよう最新

の遠隔授業システム等を備えた教室を2
か所用意した。システムが計画通り機能

しているか教務委員会を中心に点検し、

改善を要する場合には事務局と協力して

迅速に対応した。 
エ．県内医療機関看護部と大学との協力関係 
・募集活動および実習の打合せなどの機会

をとらえ、研究科長、教務委員長および

科目担当者がそれぞれ院生の職場を訪問

し、大学と医療機関との緊密な協力体制

を築いていきつつある。 
 
-------------------------------------- 
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［基準Ⅰ-B 教育の効果］ 
Ⅰ-B-1 教育目的・目標を確立し

ている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ-A-2［教職センター］ 
・茨城県教育研修センターとの連携による

養成・採用・研修の一体的改革に向けた

取り組みおよび水戸市教育委員会との連

携による学校支援活動を推進する。ま

た、茨城県の教員養成に関わる三大学連

携協議会での検討を踏まえ、教員養成の

充実を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
［基準Ⅰ-B 教育の効果］ 

Ⅰ-B-1［総合講座］ 

2021年度に作成した、3つのポリシーに

基づいた履修系統図について、2022年度の

実施をふまえその適切性を再点検する。 
大学の3つのポリシーについて、2021年

度の各学科等のポリシーの点検･履修系統

図の作成などをふまえて、全学共通教育科

目の学修成果の位置づけや授業編成･実施

方針などを再点検し、内容･表現等の見直し

を行う。 
2021 年度に作成した履修系統図で再設

定した到達目標の適切性について、成績評

価結果なども踏まえ点検し、必要に応じて

修正を行う。 
(1)教養科目 
相互履修科目の位置づけ等、学科の教育

課程との調整は、全専攻学科との会合を本

年度中に実施して、その話し合い内容に基

づいた検討を行う。 
-------------------------------------- 
Ⅰ-B-1［人間科学部共通］ 
①学部の教育目的・目標については、広報パ

ンフレット、HP、履修案内等により、学

内外への周知性を確保する。 
②教育目標、DP,CPの恒常的点検により

把握した課題のうち、学則改正を伴う課

題については、2022年10月の教授会承

認を目指す。 
-------------------------------------- 

Ⅰ-B- 1 [総合政策学部] 

・建学の精神を基軸とした3つのポリシー

（DP, CP, AP）の有機的関連を、教育環

境の変化や地域社会からの期待等に反応

しながら継続的に検証し、優先課題を実

現していく。 
-------------------------------------- 

Ⅰ-B- 1 [看護学部看護学科] 

①ミッションに基づいた学部の教育目的・

目標を学内外に明示するため、HP、広

報パンフレット、履修案内等への記載を

点検する。 
②教育目的・目標に基づく人材養成が地

域・社会の要請に応えているか、卒業生

の進路先への調査により点検する。 
-------------------------------------- 

Ⅰ-B- 1[看護学研究科] 

・本研究科の教育目的・目標は以下の通

り、明確に確立されている。すなわち、

①看護系高度職業人、中でも実践者リー

ダー及び専門看護師や認定看護管理者の

有資格者を、②将来大学・大学院教育を

担う教育研究者を養成することである。 

-------------------------------------- 

Ⅰ-A-2［教職センター］ 
・茨城県教育研修センター（以下、研修セン

ター）との連携として、「いばらき輝く教

師塾」への本学学生の参加を促し、Ⅰ期・

Ⅱ期合計101名が参加したほか、2022年

度より「はじめての ICTを活用した授業

づくり研修講座」に大学生も参加できる

よう連携体制を強化した。加えて、県内三

大学と茨城県教育研修センターとの連携

による「教員の魅力発見オンラインセミ

ナー」に、本学の学生116名が参加した。

水戸市教育委員会との連携による学校支

援活動については、随時学生に案内し、9
つの活動に延べ21名の申込があった。ま

た、茨城県教員育成協議会に参加し、県の

育成指標の改正作業を行った。 

［基準Ⅰ-B 教育の効果］ 

Ⅰ-B-1［総合講座］ 

3 つのポリシーと全学の共通科目の履修

系統図との関係の適切性の検証、各学科と

全学の共通科目との系統、相互履修科目の

在り方に関する再点検を行ったが完了せ

ず、継続中である。履修系統図の主題や学修

目標自体の修正は、内容の見直しや、クラス

展開の変更に合わせて、適時これを行った。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-------------------------------------- 

Ⅰ-B-1［人間科学部共通］ 

①授業運営をふまえたと自己点検活動によ

り、3 つのポリシーと各科目の到達目標

の適切性等について再検討した結果、一

部の学科で 2023 年度履修系統図と CP
の修正を実施した。                                               

 

 

-------------------------------------- 

Ⅰ-B- 1 [総合政策学部] 

・現在の 3 つの方針について点検を行い、

修正の必要がないことを教授会にて確認

した。 
 
 

-------------------------------------- 

Ⅰ-B- 1 [看護学部看護学科] 

①学部の 3 ポリシーは大学 HP、履修系統

図、履修案内により公開されていることを

確認した。広報パンフレットへの掲載に関

しては次年度に確認する。 
②1 期生が卒業し、1 年が経過したため、進

路先への調査を 2023 年度に実施できる

よう計画している。 
-------------------------------------- 

Ⅰ-B- 1[看護学研究科] 

・本研究科の教育目的・目標は設置の趣旨

のとおり確立されており、看護学研究科

履修案内に明示し、学内外に公表してい

る。 

 

 

-------------------------------------- 



5 
 

基準 大学評価基準 TOKIWA VISION2023 
※2019～2023年度 

行動計画 
［2022年度計画］ 

2022年度実績報告 

※年度末報告 

 
 
 
 

 

Ⅰ -B-2 学習成果（Student 
Learning Outcomes）を定め

ている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

１．教育研究 

（１）教育の質の保証 

・学修成果の可視化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅰ-B-1［教職センター］ 

・2023年度入学生からの教職課程カリキ

ュラム変更に対応する目的・目標の設定

および効果的な周知方法について検討す

る。 

Ⅰ-B-2［全学的な取り組み］ 
・3つのポリシー（DP、CP、AP）を踏ま

えた学修成果の可視化の取り組みを促進

する。特に2022年度は、全授業科目に

おける単位修得状況の点検振り返りを

通じたシラバス記載事項等の点検、お

よび「成績評価基準・評価指標（ルーブ

リック）」の作成等を通じた「成績の評

価方法・基準」の見直し・適正化等に

取り組む。 
 
 
 
 
 
Ⅰ-B-2［人間科学部共通］ 
①学部・学科の必修科目の評価基準につい

ては科目担当者を中心に再検討し、学部・

学科単位で共通理解を目指す。また、シラ

バス等を通じてその基準の明示を徹底す

る。                      
②卒業論文が学習の集大成となる学科につ

いては、各学科でルーブリック評価を活

用する。 卒業研究発表会等を行い、各学

科における学修到達目標を学内外に示

す。              
③国家試験合格などが学習成果の集大成と

なる学科においては、KPI で示された目

標値の達成を目指す。 国家試験などの

結果公表を継続する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
-------------------------------------- 
Ⅰ-B- 2 [総合政策学部] 
・学習成果を定めるための汎用型の成績評

価指標を検討する。 
 
 
 
 
-------------------------------------- 

Ⅰ-B-1［教職センター］ 

・2023年度入学生からの教職課程カリキ

ュラム変更に対応する目的・目標の設

定および効果的な周知方法について検

討した。 

Ⅰ-B-2［全学的な取り組み］ 

卒業の認定に関する方針（DP）と教育課

程の編成及び実施に関する方針（CP）の

一貫性の確保に特に意を用いつつ，各学科

等の主体により，次の各事項に取り組ん

だ。 
・単位修得状況の振り返りを通じた「成績

の評価方法・基準」の点検 
・成績評価基準の可視化および適正化（一

部の授業科目における，成績評価基準・

評価指標（ルーブリック）を用いた成績

評価の導入） 
・アセスメント・ポリシーの見直し 
・履修系統図（表／図形式）の見直し（再

掲） 
Ⅰ-B-2［人間科学部共通］ 
①学部共通科目と卒業研究科目について成

績評価基準を作成した。学部及び学科で

設置する科目の単位取得状況（2021年

度分、2022年度春セメスター分）につ

いては学科と科目担当者を中心に再検討

し、2023年度シラバス修正の必要性等

についても検討をした。                                               
②卒業論文・卒業研究には、各学科でルー

ブリック評価の試行的に導入をすすめ

た。卒業研究発表会等を行い、各学科に

おける学修到達目標を学内外に示した。               
③国家試験などの結果公表を継続した。 
 
[心理学科] 

①ルーブリック評価を完成させ，今年度よ

り使用を開始した。導入初年度のため、評

価基準の振り返りも行った。 
②卒論中間報告会（10月）および卒論発表

会（1月）をリモートで開催した。卒論発

表会はオンデマンドの他にメタバース空

間にて口頭発表・質疑応答をふくめた双

方向形式とし、数百名が自由に発表場所

に行き来できるよう工夫した。 

[教育学科] 

②2月8日に2～4年生が参加して、教育学

科卒業論文発表会を対面で実施した。 
[現代社会学科] 

②卒業論文報告会を通して、学科全体で評

価基準を点検した。 
[コミュニケーション学科] 

②－1 卒業論文および卒業研究の評価のた

めにルーブリックを導入して試用した。 
②－2卒業研究発表会を開催した。 
[健康栄養学科] 

①卒業研究発表会を開催し（ポスター掲

示）、同級生および下級生との質疑応答の

機会も設けた。 
②ルーブリック評価を完成させ、2023年度

より卒業研究関連の授業にて活用できる

ように、学科全体で評価基準を点検した。 
-------------------------------------- 

Ⅰ-B- 2 [総合政策学部] 

・成績評価指標としてのルーブリック評価

の導入として、「ゼミナールⅠ・Ⅱ」、「卒

業論文Ⅰ～Ⅲ」のルーブリックを作成し

た。合わせて DP と科目の関係性を示す

履修系統図（表形式）の当該科目の修正を

行った。 

-------------------------------------- 
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Ⅰ-B-3 卒業認定・学位授与の方

針、教育課程編成・実施の方

針、入学者受入れの方針（三つ

の方針）を一体的に策定し、公

表している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ-B- 2 [看護学部看護学科] 

①前年度に、ミッションおよび学部の教育

目的・目標に基づいた学習成果として確

認した以下の測定指標について、適切か

を点検する。またこれらの学習成果を評

価し、その結果をフィードバックする仕

組みを検討する。 
＜卒業時の学習成果＞ 
・コンピテンシーの獲得状況 
・卒業時達成目標 
・看護技術の到達状況 
・国家試験合格率 
＜学習過程の学習成果＞ 
・看護実践能力の獲得状況（OSCE） 
②学習成果を可視化するための一方法とし

てルーブリック評価の試行準備を行う。4
年次科目「看護課題の探究」のルーブリッ

クを作成する。 
-------------------------------------- 

Ⅰ-B- 2 [看護学部看護学科] 

・学修成果の評価指標として、各授業科目

には到達目標と評価基準をシラバス上に

示している。また、2つの実習科目や

「エビデンスに基づいた実践のための研

究」など適切な科目では今年度中にルー

ブリックによる評価基準を定める。ま

た、修了判定のための最終試験ではルー

ブリックによる評価基準を定めている。

また、修士論文等の論文審査の基準も公

表している。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ-B-3［人間科学部共通］ 

①学部の 3 つの方針に沿って、各学科の 3
つの方針を定め、広報パンフレット、ホー

ムページ、履修案内等により、学内外への

周知性を確保する。 
②学則改正などにより策定された 3 つの方

針に修正が必要な場合は、教授会で審議

する。特に昨年度改正した CP の実施方

針については、今年度の教育活動で実践

し、課題の有無を確認する。 
 
-------------------------------------- 
Ⅰ-B- 3 [総合政策学部] 
①学部の 3 つの方針に沿って、各学科の 3
つの方針を定め、広報パンフレット、ホー

ムページ、履修案内等により、学内外への

周知性を確保する。 
②策定された 3 つの方針に修正が必要な場

合は、教授会で審議する。 
 
 
-------------------------------------- 
Ⅰ-B- 3 [看護学部看護学科] 

①学習成果の獲得を目標として 3 つの方針

が一体的に策定されているかを点検す

る。必要時、DP、AP を学部・学科単位

として明示する。 
②教員は、3 つの方針を踏まえて教育活動

立案・実施する。 
③授業科目の成績評価に学習成果を的確に

反映できるための方法を検討する。 

Ⅰ-B- 2 [看護学部看護学科] 

①学修成果として、コンピテンシーの獲得 

状況（卒業時）、看護技術の到達状況、看

護実践能力の獲得状況（OSCE）、国家試

験合格率の測定指標について評価した。

国家試験合格率については、大学 HP で

公表している。評価結果は学科運営会議

において教員間で共有している。測定指

標の適切性および評価結果のフィードバ

ック方法についての検討はできなかった

ため、次年度の課題とする。また、次年度

に向けて、学習成果の点検を行うための

ワーキンググループを設置した。 
 
②学習成果の可視化のため、4年次科目「看 

護課題の探究」のルーブリックを作成し、 

評価を試行した。これまでの評価表によ 

る評価と比較し、妥当性を検証中である。 

-------------------------------------- 

Ⅰ-B- 2 [看護学部看護学科] 

学修成果の評価指標として、全科目とも到

達目標と評価基準を WEB シラバス上に明

示し教員と学生が共有している。 
・学修成果の可視化と厳正な評価おこなう

ために必修科目の「エビデンスに基づい

た実践のための研究」と「高度実践実習

（教育）」の2科目に関してルーブリッ

クによる評価基準を定めた。これらを用

いて来年度より試行的に成績評価を行

い、その有効性を検討する予定である。 
・また、論文等審査と同時に実施する最終

試験の判定基準として用いる８つの DP
に係るルーブリックを作成したので、来

年度終了予定者に用い、その有効性に関

し検討する予定である。 
・新たに 2023 年度から専門看護師教育課

程が始まることから、研究計画検討会評

価票として「専門看護プロジェクトの企

画書」の評価基準を作成した。 

Ⅰ-B-3［人間科学部共通］ 

① パンフレット、HP に 3 つのポリシー

を明記し、一般社会への周知に努めた。履

修案内にDP,CPを明記し、周知性確保に

努めた。特にコミュニケーション学科に

おいては、アドミッションセンターと連

携し、学外への周知性を高める活動を行

った。                            
②点検評価活動の結果、教育学科と現代社

会学科では 3 つのポリシーの一部につい

て、変更を行った。 
-------------------------------------- 

Ⅰ-B- 3 [総合政策学部] 

①学部・学科の三つの方針を広報パンフレ

ット、ホームページ、履修案内等に掲載す

ることにより、学内外への周知性を確保

している。 

②現在の三つの方針に修正の必要がないこ

とを教授会にて確認した。また、2024年

度の新カリキュラム検討に合わせ、2024

年度のCP変更案を作成した。 

-------------------------------------- 

Ⅰ-B- 3 [看護学部看護学科] 

①3 つの方針を関連付けて一体的に定めて

おり、大学 HP や履修案内等により周知

している。学習成果と関連づけて 3 つの

方針を点検することができていないため

次年度の課題とする。 
②教員は、3 つの方針に基づいたコンピテ

ンシーを担当科目のシラバスに明示して

教育活動を立案・実施している。 
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［基準Ⅰ-C 内部質保証］ 
Ⅰ- C -1 自己点検・評価活動等

の実施体制を確立し、内部質

保証に取り組んでいる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．教育研究 

（１）教育の質の保証 

・全学的な教学マネジメントの

確立 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
-------------------------------------- 

Ⅰ-B- 3 [看護学部看護学科] 

・修了要件はそれぞれの養成する人材像別

に定めている、また、三つの方針は一体

的に策定し、履修図に明示し、履修案

内・HP等で公表している。しかし、公

表の方法は利用者にとってアクセスしや

すいように検討していく（特にHP）。 
［基準Ⅰ-C 内部質保証］ 
Ⅰ-Ｃ-1［総合講座］ 

引き続き、総合講座自己点検･評価実施委

会において PDCA サイクルが十分に機能

するよう、定期的な点検の場として運営連

絡会議と科目運営会議との連携を図る。 
全学的な学修成果の可視化に係る方針に基

づき、ルーブリックなどを活用した学修成

果の可視化を行い、2023年度シラバスに反

映させる。 
（教養科目） 
教養科目においては、各セメスター終了

後に、科目毎の評価結果や学生の単位修得

状況を点検評価する。 
 

 

 

 

 

 

-------------------------------------- 
Ⅰ-C-1［全学的な取り組み］ 
・自己点検・評価活動に高等学校等の関係

者の意見聴取を積極的に取り入れるため

の体制を整備する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅰ- C -1［人間科学部共通］ 
・全学自己点検評価委員会のもとに、人間

科学部自己点検・評価実施委員会規定に

基づき委員会を構成し、点検・評価活動を

継続する。各学科の実現計画と達成状況

の作成については、各学科で活動の共有

化をすすめ、教授会を通して学部全体で

の共通理解を深める。実現計画と達成状

況は、法人 HP 上にて公開し、周知性の

確保を目指す。 
・全学自己点検評価委員会のもとで、自己

点検評価に対する外部からの意見聴取の

実施方法を検討する。外部機関からの指

摘事項への対応を検討する。 
[教育学科] 

・教職課程の再課程認定事後調査を受審

し、文部科学省からの指摘事項への対応

を検討する。 

［健康栄養学科］ 

・関東信越更生局の視察で得た指摘をふま

え、それに沿った改善を継続する。 

 

③授業科目「看護課題の探究」において、ル

ーブリックによる評価の試行を踏まえて

成績評価に学習成果を反映する方法を検

討した。次年度はルーブリックにより成

績評価を行う。 
-------------------------------------- 

Ⅰ-B- 3 [看護学部看護学科] 

・三つの方針を一体的に策定し、HPや履修

案内、並びに看護学研究科大学案内によ

り学内外に公表している。 
 

 

 

［基準Ⅰ-C 内部質保証］ 
Ⅰ-Ｃ-1［総合講座］ 

運営連絡会議の定期的に開催し、これを

核として科目運営会議と連携して科目運営

を行った。ルーブリックを活用した学修成

果の可視化には、まず全学の必修科目にお

いて着手した。 
 
（教養科目） 
 各セメスター終了時に科目毎の履修状

況、成績評価結果、学生の単位修得状況の点

検評価を行った。 
（全学基本科目） 
全学基本科目のうち、今年度より「数理･デー

タサイエンス・AI教育プログラム」として実

施している「情報の処理Ⅰ」「情報の処理」「統

計の基礎」については、クラスごとの単位修得

状況、成績評定の分布状況を点検し、次年度に

向けてクラスごとの差異を抑える方策を講じ

次年度シラバス等に反映させた。 
-------------------------------------- 

Ⅰ-C-1［全学的な取り組み］ 
・大学説明会において個別相談等を通じた

意見聴取を実施している。 
・必要に応じ、学校間連携協議会（常任理

事会附置）において、常磐大学高等学校

および智学館中等教育学校の関係者から

の意見聴取を実施している。 
・高等学校等関係者を対象に「常磐大学の

取り組み等に関するアンケート」を実施

した。 
・一連の意見聴取の結果およびアンケート

の結果等を踏まえ、2022年度の実績報

告および2023年度の行動計画を作成す

ることとした。 
Ⅰ- C -1［人間科学部共通］ 

・全学自己点検・評価規程の規定をもとに、

委員会構成員を補充し、恒常的な点検評

価活動を継続した。また、実現計画等につ

いても、学科会議、教授会等を通して、学

部構成員による共通理解に努めた。 

・外部機関からの指摘事項がある学科（指

摘が予測される学科）において、対応をす

すめた。 

 

 

 

 

 

[教育学科] 

・幼稚園教諭一種免許状の教職課程科目に

ついて文部科学省の事後調査を受審し、

対応完了の判定を受けた。 
[健康栄養学科] 

・関東信越厚生局からの令和4年10月18
日付け事務連絡「栄養士・管理栄養士養成

施設の適正な運営について」の自己点検
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Ⅰ-C-2 教育の質を保証してい

る。 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

-------------------------------------- 

Ⅰ-C- 1 [総合政策学部] 
・学部自己点検評価委員会において、、学

部での自己点検を行い、PDCAサイクル

が機能するように整備する。 
------------------------------------- 

Ⅰ-C- 1［人間科学研究科] 
・実現計画の策定の他、履修系統図の作

成、単位取得状況の振り返り等を開始す

る。 

-------------------------------------- 

Ⅰ-C- 1 [看護学部看護学科] 

①全学自己点検・評価委員会のもと、看護

学部自己点検・評価委員会を組織し、定

期的に自己点検・評価を行う。 
②学部自己点検・評価委員会が活動内容を

点検・確認しやすい方法を検討する。 
③学部あるいは学科内委員会それぞれにお

けるPDCAを継続する。 
④教員全員が自己点検・評価の活動および

内容を共有する。 
⑤自己点検・評価活動に高等学校等の関係

者の意見聴取を取り入れる方法を立案す

る。 
 

 

 

 

 

 

 

 

-------------------------------------- 

Ⅰ-Ｃ-1 [看護学研究科] 

・研究科における自己点検・評価活動の実

施体制を検討する。 

・自己点検評価の責任組織は、・研究科長

と各委員会の委員長・副委員長で構成

し、今後役割分担を決める。 

 

 

 

 

 

 

 

-------------------------------------- 

Ⅰ-Ｃ-1［教職センター］ 

・教育職員免許法施行規則改正に伴い

2022年度より教職課程の自己点検・評

価が義務化されたことを受け、教職課程

自己点検・評価実施委員会と連携して自

己点検・評価の手続きを進める。 

Ⅰ-C-2［人間科学部共通］ 
・卒業研究科目については、ルーブリック

など学科単位で統一した評価基準を活用

する。 
・卒業研究科目、及び主要科目を中心に、成

績評価の実施後に手法の適切性を学部・

学科単位で検証し、必要がある場合は次

年度の改善につなげる。 
・進級要件、卒業要件、CAP緩和の停止等

については、前年度の課題をふまえ教務

委員会等と連携して検討をすすめる。

CAP緩和対象学生（健康栄養学科）につ

いては注意深く見守り、必要がある場合

には改善に向けた検討をする。 
・学部・学科の学びに関連する法令の変更

票に従い、自己点検を実施し、適正な運営

を確認した。 
-------------------------------------- 

Ⅰ-C- 1 [総合政策学部] 

・学部自己点検評価委員会を組織し、各学

科会議と連携しつつ，学部での自己点検

を行った。 

------------------------------------- 

Ⅰ-C- 1［人間科学研究科] 
・実現計画の策定の他、履修系統図の作

成、単位取得状況の振り返り等を実施し

た。 

-------------------------------------- 

Ⅰ-C- 1 [看護学部看護学科] 

①看護学部運営会議メンバーにより組織され

ている看護学部自己点検・評価委員会を

秋セメスターの運営会議と同時開催し

た。新メンバーが多いことから、学部にお

ける自己点検・評価の方法の確認を行っ

た。 
②各委員会等の活動内容の点検・確認は昨

年同様に行った。より点検しやすい方法

の検討はできなかったため次年度の課題

とする。 
③学部あるいは学科内委員会がそれぞれ定

めた今年度の目標・活動計画に対して年度

末に評価を行い、次年度の計画に反映さ

せる方法でPDCAを継続した。 
④各セメスター終了後の学部教授会、学科運

営会議において、各委員会等の自己点検・

評価書類および本実績報告を共有した。 
⑤自己点検・評価活動の一環として、入試に

関連して高等学校 2 校の教諭から意見聴

取を行った。 
-------------------------------------- 

Ⅰ-Ｃ-1 [看護学研究科] 

・本研究科における自己点検・評価活動の

実施体制は研究科長の下、主要な委員会

委員長（教務委員長、研究科FD委員長、

入試実施広報委員長、大学院倫理委員会

副委員長）の計5名で構成した。 
・上記メンバーが主管する各委員会活動の

2022 年度の年次計画を立て、年度末 3
月にどのように内部質保証に取り組ん

だか実績を報告し、それらを研究科長が

まとめて、研究科委員会での審議を経

て、全学自己点検評価委員会に報告する

システムを構築し実施した。 
-------------------------------------- 

Ⅰ-Ｃ-1［教職センター］ 

・教職課程自己点検・評価実施委員会にお

ける自己点検・評価の実施にかんし、必要

な情報の提供などの連携を行った。 

 

 

Ⅰ-C-2［人間科学部共通］ 
・卒業研究科目については、各学科で統一

した評価基準（ルーブリック）を作成し、

試行した。 
①単位取得状況の振り返りを通じて、学部

および各学科で成績評価の適切性を確認

した。それをふまえて、シラバス修正の要

否を確認した。      
② 学部共通科目の単位取得状況の振り返

りから、初年次必修科目の早期履修を促

す方策の必要性を確認した。 
・進級要件、卒業要件、CAP緩和の停止等

については、教務委員会等と連携して検

討を継続した。 
・学部・学科の学びに関連する法令の変更
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に対しては、本学の状況に照らして可能

な形で迅速に対応をするよう努める。 
-------------------------------------- 
Ⅰ-C-2［総合政策学部] 
①学習成果を明確にし、それを可視化する

ために汎用型の成績評価指標を検討する

とともに、DPと各科目の対応を明確にす

る。 

 

 

②遠隔授業において教員が互いの授業を視

聴し自らの授業に還元する。 

 

 

［経営学科］ 

・セメスターごとに必修科目の単位取得状

況を科目担当者から学科に報告し、学科

で状況を把握する。 
------------------------------------- 

Ⅰ-C- 2［人間科学研究科] 
・これまでも一部の科目では評価項目を共

通化しているが、一部の科目から成績機

評価基準の策定を開始する。 

-------------------------------------- 

Ⅰ-C-2［看護学部看護学科] 

①学習成果の査定手法について立案あるい

は点検する。 
②学生による授業評価の活用を継続し、教

育の向上・充実につなげる。 
③進級要件、先修要件を点検する。 
④看護学教育の関係法令の変更等を確認

し、その内容に対応する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
-------------------------------------- 

Ⅰ-C-2［看護学研究科] 

・教育の質保証に関する直接的活動の実施

責任組織は、教務委員会・FD委員会とす

る。 
・時間割及び規定に沿った授業を実施し、

その把握・管理に努める。 
・研究科担当教員の資質向上を図るため、

効率的なFD活動を企画し、実施する。 
・教務委員会と FD 委員会が協力して、院

生及び教員を対象とした教育評価及び改

善要望等の調査を年度末までに行う。 
・必要時、教務委員会は上記調査結果をも

とに速やかに改善に取り組む。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に対しては、関係する学科で動向確認を

継続した。 
-------------------------------------- 

Ⅰ-C-2［総合政策学部] 

①成績評価指標としてのルーブリック評価

の導入として、「ゼミナールⅠ・Ⅱ」、

「卒業論文Ⅰ～Ⅲ」のルーブリックを作

成した。合わせてDPと科目の関係性を

示す履修系統図（表形式）の当該科目の

修正を行った。 
②オムニバス科目である「総合政策概論

Ⅰ」「総合政策概論Ⅱ」では、教員間で

互いの講義を閲覧することで、自身の授

業に還元できる体制を整えた。 
［経営学科］ 

・セメスターごとに必修科目の単位取得状

況を科目担当者から学科に報告し、学科

で状況を把握した。 
------------------------------------- 

Ⅰ-C- 2［人間科学研究科] 
・一部の科目で、成績機評価基準の策定を

開始した。 
 

-------------------------------------- 

Ⅰ-C-2［看護学部看護学科] 

①学習成果として、コンピテンシーの獲得

状況、看護技術の到達状況、国家試験合格

率の査定は継続した。卒業時到達目標、看

護実践能力の獲得状況（OSCE）の査定手

法については点検を継続する。 
②セメスター終了ごとに、各科目担当者は

学生による授業評価の結果をもとに自己

点検を行い、授業改善・充実案を学生が閲

覧可能な形で公表した。 
③セメスター終了ごとに、各科目の成績分

布一覧を確認し、成績評価の妥当性につ

いて各科目責任者および学部全体で検討

した。また、学部開設からこれまでの学生

の単位取得状況から、進級要件、先修要件

を点検した結果、次年度改正する計画と

した。 
④今年度、看護学教育の関係法令の変更等

はないことを確認した。 
-------------------------------------- 

Ⅰ-C-2［看護学研究科] 

ア． 教務委員会の活動 
・教務委員会は時間割を作成し、規定に沿

った授業を計画・実施し、その把握・管

理に努めた。 
・教務委員会は効果的に学修がなされるよ

うに、特に教務委員長と教務アドバイザ

ーが中心となり、学生と教員双方の教育

に関する情報を把握し、改善が必要な場

合は研究科長に報告し、問題解決に努め

た。具体的には、在学生を対象に、遠隔

授業における学修環境について、講義中

のノイズの状況や講師の声の聞き取り

やすさに関するアンケートを実施した。

その結果、講師の音声の聞きにくさを訴

える回答が多く、講義室のパソコンにハ

ンドマイクを設置し、改善を図った。 
・研究計画検討会に備えるために研究計画

書の評価基準、検討会の方法・スケジュー

ル等について標準年限履修の学生向けに

説明会を開いた。 
・2022年度入学生担当の教務アドバイザー

の指導により DP をクリアしているこ

とを示す最終試験のルーブリックに基

づき、各セメスターで学んだ複数科目の

学修を統合してポートフォリオを作成
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-------------------------------------- 

Ⅰ-C-2［教職センター］ 

・認定課程ごとのカリキュラムマップを明

文化する。 
・2023年度入学生からの教職課程カリキュ

ラム変更に対応して教職課程の質を保証

するため、2022年度中に教職課程履修規

程を変更し教育実習実施基準および教職

課程履修継続願の適用ルールを見直す。 
 

した上で自己評価を行い、学生が自らの

DP到達度評価として自己の学修成果を

把握し、次期セメスターの学修計画に活

かせるよう指導した。 
 
イ.ＦＤ委員会の活動 
・2022年9月より大学院FD委員会に本研

究科教員 2 人が出席し、研究科設置準備

段階から取り組んできた看護学研究科の

教育の質向上に向けた課題および FD マ

ップ案を共有した。 
・大学院FD委員会では、2022年12月～

2023年1月に学生を対象として「教育体

制等改善のための調査」を WEB にて質

問紙調査とオンラインインタビュー調査

を実施した。質問紙調査の回答者は7名，

回答率38.9％であった。インタビューは

1名であった。 
・2023年2月21日（火）に、研究科の垣

根を越えてつながろう！をスローガン

に、FDフォーラムを開催した。講師：国

立看護大学校学長 萱間真美氏、講演テ

ーマ「エビデンスを現場に実装するー看

護における Implementation Research」
で、研究科を超えて熱心な質疑応答が行

われた。 
・看護学研究科独自の課題には、活動計画

をたてて本研究科 FD 担当教員で活動を

行った。 
・看護学研究科独自の FD 活動は、①「授

業相互参加」2022年9月～1月、②「大

学院教育を語る会（仮称）」2023 年 1 月

20日、そして③教員を対象とした「大学

院の教育活動に関する調査」2023年1月

～2月であった。 
・①に関して回答者18名（回答率81.8％）

中16名が「授業相互参加」を実施してい

た。 
・②に関しては研究科教員全員が参加し、

その効果や有用性について肯定的な評価

であった。 
・③は専任教員6名（27.3％）、非常勤講師

6名（54.5％）、兼担教員4名（66.7％）

が回答した。開設 1 年目で開講されてい

ない科目があるなど教員が学生と関わる

機会が少ない状況であるが、教員は大学

院教育のイメージを持ち他の教員と連携

して柔軟に教育に取り組んでいることが

うかがえた。 
 
ウ．看護学研究科における大学院研究倫理委員会活

動 
・学生の研究計画書の研究倫理審査に関す

るフロー図を作成した。審査は厳重に実

施されるが、その他の手続きを迅速に行

えるようにフロー図を作成するととも

に、審査に必要な書類の整理や 2021 年

度入学生ごとに倫理審査を担当する主

査・副査名簿を作成した。 
-------------------------------------- 

Ⅰ-C-2［教職センター］ 

・2023年度入学生から適用される認定課程

ごとのカリキュラムマップを明文化し

た。 
・教職課程履修規程を変更し、2023年度入

学生から適用することとした。また、教育

実習実施等基準と、それに伴うフローチ

ャーについて変更を行い、教職課程履修

継続願の適用ルールを整備して、2023年

度入学生から適用することとした。 
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［基準Ⅱ-A 教育課程］ 
Ⅱ-A- 1 授与する学位分野ごと

の卒業認定・学位授与の方針（デ

ィプロマ・ポリシー）を明確に

示している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［基準Ⅱ-A 教育課程］ 
Ⅱ-A- 1［人間科学部共通］ 

・ディプロマポリシー可視化に各学科で取

り組む。その一環として、卒業論文への

ルーブリック評価の導入の活用を進め

る。また、振り返りを行い、卒業論文、

卒業研究の評価基準を恒常的に点検す

る。 
［心理学科］ 

・ルーブリック評価を完成させ，今年度よ

り試用する。 

 

[教育学科] 

・卒業研究科目ルーブリック評価につい

て、必要に応じて評価基準および活用方

法の改善を図る。 

・ディプロマポリシーに対応した学科開講

科目における到達目標と成績評価との整

合性を点検する。 

 

[現代社会学科] 

・前年度同様、卒業論文担当者を通じて、

卒論執筆マニュアルと現社ルーブリック

評価を学生に配布する。          

・卒業論文報告会を通して、学科全体で評

価基準を点検する。 

・学科会議において、学部学科ディプロマ

ポリシーと学科科目との対応ならびに修

得可能な能力について継続的に審議事項

として取り上げる。 

 

[コミュニケーション学科] 

・試用版のルーブリックを完成させ、今年

度これを検証する。 

 

[健康栄養学科] 

・ゼミナール・卒業研究で各学年、各セメ

スターで段階的に課題選択、研究テーマ

設定、研究資料、論文作成過程、プレゼ

ンテーション技術、成果の活用等の評価

領域について段階的なルーブリック評価

基準を設け、学科ディプロマポリシーと

の整合性、学生のパフォーマンスの質と

量の側面について評価し、学生に明確に

提示していく。 

-------------------------------------- 

Ⅱ-A- 1［総合政策学部] 

・DPと学部学科科目ならびに修得可能な

能力との対応について検討する。 

 

-------------------------------------- 

Ⅱ-A- 1［看護学部看護学科] 

①DPがそれぞれの学習成果に対応してい

るかを点検する。 
-------------------------------------- 

Ⅱ-A- 1［人間科学研究科] 

・研究指導教員が学位審査の主査になる場

合の問題点等を整理する。 

・大学または短期大学に所属する教員のう

ち、学位審査委員の要件を充足する教員

および研究領域を確認する。 

・学位審査を担当する場合の手当等の課題

を明らかにし、上申する。 

-------------------------------------- 

Ⅱ-Ａ- 1[看護学研究科] 

・学位授与方針は明確に策定され、大学院

構成員に対しては履修案内とHPで、受

験生に対してはHPで、一般に向けては

HPで公開されている。 
・受験生/一般向けの周知には課題がある

ので、HP上でアクセスしやすいよう改

［基準Ⅱ-A 教育課程］ 
Ⅱ-A- 1［人間科学部共通］ 

・ディプロマポリシー可視化の一環とし

て、卒業研究科目と学部開設の学部必修

科目についてルーブリック評価を作成

し、試行した。またルーブリック評価の試

行への振り返りを行い、卒業論文、卒業研

究の評価基準を点検している。 

［心理学科］ 

・ルーブリック評価を完成させ、今年度よ

り使用を開始した。導入初年度のため、評

価基準の振り返りも行った。 

［教育学科］ 

・卒業研究科目ルーブリックの評価項目に

関するアンケート調査を行い、学生の理

解度を把握した。 

・学科開講科目における到達目標と成績評

価との整合性を学科会議で点検し、現状

の課題を共有した。卒業研究科目につい

てはルーブリックを改定した。 

［現代社会学科］ 

・卒業論文担当者を通じて、卒論執筆マニ

ュアル、現社ルーブリック評価、社会学評

論スタイルガイド第 3 版を学生に配布し

た。          

・卒業論文報告会を通して、学科全体で評

価基準を点検した。 

・学科会議において、学部学科ディプロマ

ポリシーと学科科目との対応ならびに修

得可能な能力について継続的に審議事項

として取り上げた。 

［コミュニケーション学科］ 

・試用版のルーブリックを完成させ、その

振り返りを行い、卒業論文および卒業研

究の評価基準を点検した。 

［健康栄養学科］ 

・ゼミナール・卒業研究でルーブリック評

価基準を作成、シラバスに反映した。 

 

 

 

 

 

 

 

-------------------------------------- 

Ⅱ-A- 1［総合政策学部] 

・DP と学部学科科目ならびに修得可能な

能力との対応について検討し、一部科目

の文言について軽微な修正を行った。 

-------------------------------------- 

Ⅱ-A- 1［看護学部看護学科] 

①履修系統図を点検し、DPとコンピテンシ

ーが対応していることを確認した。 
-------------------------------------- 

Ⅱ-A- 1［人間科学研究科] 

・2022年度および2023年度は学位審査

に必要な人員を学内で確保することは見

込めるが、引き続き、学位審査体制の強

化に向けた話し合いを継続する。 
・学位審査を担当する場合の手当等の課題

は、引き続き、上申をする。 

 

-------------------------------------- 

Ⅱ-Ａ- 1[看護学研究科] 

ア. 学位授与方針（DP）の明示 
・DPは明確に策定され、大学院構成員に対

しては履修案内と HP で、受験生に対し

てはHP で、一般に向けてはHP で公開

した。 
・受験生/一般向けの周知には課題がある
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Ⅱ-A- 2 授与する学位分野ごと

の教育課程編成・実施の方針（カ

リキュラム・ポリシー）を明確

に示している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

１．教育研究 

（２）授業方法の充実 

・多様で多様で柔軟な教育プロ

グラムの編成 
・ICTを活用した教育の促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

良する。 
 
 

Ⅱ-A- 2［人間科学部共通］ 

①各授業担当者が授業運営の中で、履修系

統図の恒常的点検を行い、出てきた課題

は学科で共有し、改善につなげる。 
②履修系統図を作成する過程で確認された

課題のうち、短期で取り組める事柄には

迅速に対応をし、長期的対応が必要な事

柄には検討を継続する。 
③2021年度入学生からの進級要件の変更

について、周知をする（履修規程、別表

20、21）。 
④教務委員会において卒業要件の適切な運

用を継続する。 
⑤教育学科、現代社会学科、コミュニケー

ション学科では、新規のキャップ緩和停

止を継続する。健康栄養学科では、キャ

ップ緩和を認めた学生の負荷について注

意深く見守ることを継続する。                
⑥学生の計画的履修を可能にするために、

10人以下不開講科目をつくらないよう

開講科目の在り方を慎重に検討をするこ

とと、学科改編等により閉講となる科目

については学生への事前周知を徹底する

ことを継続する。 
⑦各学科の特性に応じて、各学科で取り組

む。柔軟な教育プログラムを講じるうえ

で出てきた課題は、学部運営会議などで

共有し、学事センターを通じて上申をす

る。  

⑧基礎能力アッププログラムの合格率向上

に努める。                             

⑨ICTを活用した授業の充実、自主学習の

充実に努める。ICT化に伴って生じる課

題を明確にし、その解消に努める。 
[心理学科] 

・大学院教育との連続性や系統的かつ効率

的な学部教育の在り方を踏まえたカリキ

ュラムを展開できるよう、課題を共有・

改善方法を検討する機会を定期的に設け

る。 

・今年度も継続して、学科科目数や授業実

施形態の柔軟な対応方法を検討する。   

・臨床心理学実践領域：公認心理師科目で

ある「心理演習」と学科選択必修科目で

ある「臨床心理学実験実習」の内容との

連続性について継続して精査していく。 

・学生の勉学機会と効率をあげ、同時に教

員の過重負担軽減につなげられるよう、

データの一元管理体制の改善を継続強化

していく。 

 

 

[教育学科] 

・2019年度以降入学生について「教育学

科生用教職課程カリキュラムマップ」に

基づき、計画的な対応を行う。 
・2023年度以降入学生に向けた「教育学

科生用教職課程カリキュラムマップ」を

作成する。 
・教職課程科目については、教職センター

と連携して文部科学省「教職課程コアカ

リキュラム」に対応した履修系統図・シ

ラバスの点検を行う。 
・茨城県教員採用試験形式変更および幼稚

園教諭一種免許状再課程認定移行措置終

了に対応する科目の開講に向けて準備す

る。 
・2022年度以降入学生を対象とする教職

課程新設科目「ICT教育の理論と方法」

が、大学全体の課取り組みが必要なので、

HP 上でアクセスしやすいよう改良でき

ていない。 
Ⅱ-A- 2［人間科学部共通］ 

①各授業担当者が授業運営の中で、履修系

統図の点検をしている。 
②履修系統図を作成する過程で確認された

課題のうち、短期で取り組める事柄には

迅速に対応をし、長期的対応が必要な事

柄には検討を継続した。 
③周知に努めた。 
④卒業要件の適切な運用を継続した。           
⑤新規のキャップ緩和は停止している。ま   
た健康栄養学科では、キャップ緩和の学

生への見守りを継続している。              
⑥開講科目の在り方を慎重に検討した。10 
人以下不開講科目は減少している。学生

には、閉講科目の周知徹底を心掛けてい

る。 
⑦各学科の特性に応じて取り組んだ。 
⑧基礎能力アッププログラムの早期合格を

目指した。 
⑨ICTの活用により、海外留学中の本学開

講科目の履修が可能になった。各学科の

特性に合わせて取り組んだ。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[心理学科] 

・大学院教育との連続性や系統的かつ効率

的な学部教育の在り方を踏まえたカリキ

ュラムの見直しの必要性を検討し、まず

学科横断キャリアパスに指定された学科

科目の開講形式を検討した。 
・資格に関わる科目の履修規定について検

討し、変更した。 
・大学院教育との連携の是非、学科科目数

や授業実施形態などの検討には至らなか

った。 
・教員負担軽減のために科目開講形式と運

営方法を検討した。 
・学科内データの一元管理体制を強化しペ

ーパーレス化を確立した。 
・WEB 調査作成スキルを WEB 上でも学

べるようにし、自主学習の機会を確保し

た。 
[教育学科] 

・「教育学科生用教職課程カリキュラムマ

ップ」に基づき、学生の状況に応じた履修

指導を行った。 
・2023年度以降入学生に向けた「教育学科

生用教職課程カリキュラムマップ」を作

成した。 
・教職課程科目については、教職センター

と連携して文部科学省「教職課程コアカ

リキュラム」に対応した履修系統図・シラ

バスの点検を行い、必要に応じてシラバ

スを修正した。 
・茨城県教員採用試験形式変更に対応する

科目を組み込んだカリキュラムマップを

作成した。幼稚園教諭一種免許状再課程

認定移行措置終了に対応する科目の開講

態勢を整えた。 
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の開講に向けて準備する。 
・初年次から継続的に、電子黒板・タブレ

ットの活用方法について指導する。 
・学科生の ICT活用スキル調査を行い、

ICTを活用した授業科目の効果について

検証する。 
・BYOD端末を導入し、学科開講科目で

活用する。 
 

[現代社会学科] 

・学科基本科目のカリキュラム展開を検証

し、授業内容及び科目間の相互関係につ

いて、学科の共通理解事項をまとめる。  

・学科基本科目と選択必修科目、卒業研究

科目において学修成果の評価結果を検証

する。 

・教員のティームティーチングを取り入

れ、きめ細かい学習支援を行う。 

・グループワーク、ディスカッション、発

表を授業に取り入れる（対面・遠隔）。 

・学科専攻科目のカリキュラムにおいて、

学習習慣を促す授業を実践する。 

・対面・遠隔授業において、自己学習管理

のためのEラーニング導入のとりくみ

を深化させる。 

・学修成果を可視化するために学修ポート

フォリオの作成を促す。 

・国家試験受験対策として、オンライン教

材を導入し、その効果を検証する。 

 

 

 

[コミュニケーション学科] 

・新カリキュラム案の履修系統図に関し

て、各授業担当者が授業運営の中で点検

を行い、出てきた課題は学科で共有し、

改善につなげる。 

・学生の意欲と主体性を養う工夫をし、そ

の取り組みなどを学科内で共有する。 

・2020年度および2021年度の一部授業

で遠隔対策として取り入れたアバターに

よる説明を応用し、2022年度の対面授

業においては教員とアバターが対話しつ

つ授業を展開する手法の導入によって、

遠隔形式と対面形式の併用および融合を

目指す。 

・2020年度および2021年度に培った遠

隔形式の授業方法のうち、学生と教員間

および学生間での課題のためのファイル

共有やコメント対応といった特に有益だ

った手法を対面形式でも継続し、発展さ

せる。 

・学科専任教員の管理のもと、K棟1階実

習室で自主学習を進める環境を整備す

る。 

・ICT技術も活用して「体験する」授業を

積極的に実施する。 

・学生自身が学習成果を可視化できること

を目的とし、学修ポートフォリオの作成

を促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「ICT教育の理論と方法」の開講に向けて

電子黒板等教室環境の整備を進めた。 
・初年次の授業からGoogleClassroomを用

いて ICT 環境に慣れさせ、2年次の「教

育者への道Ⅱ」で ICT機器の使用法を指

導した。 
・履修ガイダンスにおいてBYOD端末の推

奨モデルを明示し、購入に関する指導を

行い、複数の学科科目で端末を活用した。 
[現代社会学科] 

・学科基本科目のカリキュラム展開を検証

し、授業内容及び科目間の相互関係につ

いて、学科の共通理解事項をまとめた。  
・学科の卒業研究科目において学修成果の

評価結果を検証した。 
・複数科目において教員のティームティー

チングを取り入れ、きめ細かい学習支援

を行った。 
・対面・遠隔授業の形態を問わず、グループ

ワーク、ディスカッション、発表を授業に

取り入れた。 
・学科専攻科目のカリキュラムにおいて、

学習習慣を促すために、ほぼ毎回の小課

題を提出させた。 
・対面・遠隔授業において、E ラーニング

システムを取り入れ、自己学習管理を促

した。 
・E ラーニングシステムを利用し、学修成

果をポートフォリオとして可視化させ

た。 
・国家試験受験対策として、オンライン教

材を導入し、その効果を検証した。 
[コミュニケーション学科] 

新カリキュラム案における履修系統図を参

照し、各授業の運営に際して現状の課題は

何かを議論した。（コミュ10） 
・学生の意欲と主体性を養う工夫 
・常磐大学国際交流語学学習センター主催

第7回 TOKIWA SPIRIT 外国語プレゼ

ンテーションコンテスト（オンライン）に

計4名（英語2名；韓国語2名）が出場

した。 
・「プログラミング演習Ⅰ」においてアプリ

開発ベースの文系学生を対象にしたプロ

グラミングの授業を実施した。 
・授業内の教員・学生間コミュニケーショ

ンを活性化。 
・コミュニケーション演習Ⅱにおいて、ル

ーブリックを用いた学生による相互評価

を実施した。 
・「英語コミュニケーション演習Ⅱ」

「Advanced English (Speaking)」および

一部「ゼミナールⅠ・Ⅱ」「卒業論文Ⅰ・

Ⅱ」で英語プレゼンテーションを行った。 
・オンラインと対面の併用。 
・コミュニケーション演習Ⅰでの PC 持ち

込み。 
・プログラミング演習 Iの成果をDMMオ

ンライン展示会で発表した。 
・「英語表現演習Ⅲ」「英語表現演習Ⅳ」で

は、課題を Google Classroom 上で行え

るようにしつらえ、濃厚接触者になった

り、教育実習で授業に出席できない状況

になった学生が、課題に取り組むことが

できるようにすることで、授業への遅れ

が大きくならないようにし、意欲の維持

を図った。 
・イギリスの授業への ICT導入に関するメ

タ分析結果の資料を翻訳して検討を行っ

た。 
・フィードバックに関して、「コミュニケー

ション演習 I」と「コンピュータ概論学修
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[健康栄養学科] 

・新カリキュラム編成検討WGを立ち上

げ、関東信越厚生局の指導に従い新たな

栄養学教育モデル・コア・カリキュラム

に則したカリキュラム作成し、カリキュ

ラム改訂に備える。 
・多様な社会ニーズに呼応できる管理栄養

士養成・教育の推進を目指しながらも柔

軟に対応し各実習施設での臨地実習実習

を計画する。 
・学生授業アンケートの結果を踏まえ、学

生の意欲と主体性を養う授業の工夫を各

教員が実践する。 
・学生が積極的に発言できる環境を提供し

ていく。          
・実験・実習においては、グループワーク

と発表会を実施し、ディスカッション能

力を養成する。 
・e-ラーニングを積極的に活用し、授業の

双方向性を向上し学生の学習アクティビ

ティーを高める。 
・継続的にコンピュータ演習室を整備し、

多機能栄養計算ソフトなどを充実させ、

専門科目での実習・演習、学生の自主学

習をサポートする。 
・4年生の国家試験受験対策として、オン

ライン教材等を導入する。 
-------------------------------------- 

Ⅱ-A- 2［総合政策学部] 

①CPに基づいた多様で柔軟な教育プログ

ラムの編成を検討する。 

②ICTを活用した教育を促進する。 

 

 

 

 

 

-------------------------------------- 

Ⅱ-A- 2［看護学部看護学科] 

①学習成果に対応して授業科目を編成して

いるか、履修系統図およびカリキュラム

マップを点検する。 
②学生の単位履修状況からCAPを点検す

る。 
③シラバスに必要な項目が明示されている

かについて、シラバス点検を継続する。 
④カリキュラムの継続的見直しおよび編成

を行うための体制をつくり、カリキュラ

ムを点検する。 
⑤各科目や学習活動において、ICTの活用

を進める。 
⑥学生に貸与している iPadの利用状況を

点検し、活用を進める。 
⑦動画や国家試験対策などe-ラーニングの

利用状況を点検し、活用を進める。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポートフォリオ」を改善した。 
[健康栄養学科] 

・モデル・コア・カリキュラム活用WGを

立ち上げた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-------------------------------------- 

Ⅱ-A- 2［総合政策学部] 

①2024年度からの新カリキュラムを作成

した。 
②2021年度に引き続き全科目をMoodle
上にコースとして作成し、学生への周知

事項の記載、必要に応じて課題や講義資

料の掲載、Classroomへの誘導を行い、

遠隔授業だけでなく対面授業での活用も

行った。 
-------------------------------------- 

Ⅱ-A- 2［看護学部看護学科] 

①学習成果の1つであるコンピテンシーと

授業科目との対応は前年度に確認済みで

ある。履修系統図およびカリキュラムマ

ップの点検を行い、一部科目の到達目標

を修正した。 
②2022年度新カリキュラムにおいてCAP
は変更していない。学生の科目履修状況

を確認し、学生にとって学習の負荷が大

きくないか、次年度に点検する。 
③全科目のシラバス点検を教務委員が分担 
 して行い、必要な項目に関する記載の不

足がある場合は科目責任者に追加修正を

依頼した。 
④カリキュラムの運営状況確認や継続的見

直し、学習成果の検討を行うためワーキ

ンググループを学科内に設置した。次年

度から活動を行う。2018年度カリキュ

ラム（旧カリ）、2022年度カリキュラム

（新カリ）の運営について教員対象の調

査により点検した。 
⑤授業の事前・事後課題での動画視聴、グ

ループワークでの意見とりまとめの時に

ipadを用いるなど、各科目で ICTを活

用した。 
⑥前年度末に教務委員会が1年次生を対象

に行った電子教科書の活用についての調

査結果を分析した。 
⑦eラーニング（ナーシングチャンネル、

ビジュラン、国家試験対策）の利用状況

を情報メディア委員会が点検して結果を

学科教員で共有し、次年度の活用につい

て奨励した。 
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Ⅱ-A-3 教育課程は、大学設置基

準にのっとり、幅広く深い教養

及び総合的な判断力を培うよう

編成している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-------------------------------------- 

Ⅱ-A- 2［人間科学研究科] 

・高い専門性を求められる研究科という特

質をふまえ、多様なメディアを高度に活

用した授業の実施がより望ましい科目を

抽出し、次年度以降の具体的授業展開に

結び付ける。 

・第Ⅰ領域の授業科目および第Ⅱ領域の授

業科目について、他大学の人間科学研究

科カリキュラム等を参考に、簡潔、か

つ、柔軟なカリキュラムの構築をするた

め、以下の内容について研究科委員会に

おいて議論する。 

・領域の再構成を含めた教育内容等の見直

し 

・過去の履修状況等を踏まえた授業科目の

大くくり化 

-------------------------------------- 

Ⅱ-Ａ- 2[看護学研究科] 

・教育課程編成・実施の方針は明確に策定

され、大学院構成員に対しては履修案内

に明示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ-A- 3［総合講座］ 

2021年度に作成した履修系統図を基に、

科目と学修成果との関係性・バランスなど

の観点から科目編成について再点検し、大

学のディプロマポリシーに基づいた、より

適切な科目編成を目指す。これをふまえ、

2024 年度以降のカリキュラムの再編成に

ついての工程を検討する。 
 
(1)教養科目：幅広く深い教養教育を提供す

べく、全学の教育課程とのバランスを考慮

した教養課程を検討する。科目概要・目標等

の適切な共有化を図るなどして、教育課程

の再整理を含めた提案を行う。 
 
(2-1)語学科目：必修英語ではFTECの充実

をはかり、選択科目は 2023 年度新規開講

の「選択英語」の整備をおこなう。 
1)「英語Ⅰ～Ⅵ」では文法動画や Google 

Classroom の活用をすすめ、授業運営・

管理のハイブリッド化を継続する。 
2)「英語Ⅲ～Ⅵ」では動画・音声副教材を全

クラスで使用できるようにし、授業の質

の均質化をさらにすすめる。 
3)「英語Ⅲ～Ⅵ」で使用しているイーラーニ

ング教材の学習量を見直し、理解度をチ

ェックする問題を追加するなど、より学

習効果を高める取り組みをすすめる。 
4)「選択英語」の次年度開講に向けて、合同

開講科目の整備をおこなう。 
5)「選択英語」の次年度開講に向けて、履修

モデルを作成する。また、新年度のガイダ

ンス資料の準備もすすめ、学生が「選択英

語」を履修しやすい環境をつくる。 
6)「選択英語」の次年度開講に向けて、英検

等外部試験を利用した単位認定制度につ

いて再検討する。 
7)「英語Ⅰ・Ⅱ」では語彙の知識の定着を質

的に検証する枠組みを検討する。 
8)FTEC の成果の量的検証の枠組みについ

て引き続き検討する。 

-------------------------------------- 

Ⅱ-A- 2［人間科学研究科] 

・多様なメディアを活用した授業実施の可

能性について、具体的な科目を挙げ上申

をしたが、実現化には至っていない。 

以下の観点から、学則変更を実施した。 

・第Ⅰ領域、第Ⅱ領域を統合したうえで、

授業科目を整理し、学生が課程修了まで

に履修する授業科目を適切に配置。 

・多様な経路で入学する学生に対応するた

めに、共通科目を拡充。 

・臨床心理領域の学びの内容の明確化。 

 

 

 

 

 

-------------------------------------- 

Ⅱ-Ａ- 2[看護学研究科] 

ア.ＣＰの策定と説明 
・教育課程編成・実施の方針（CP）を策

定、DPとの関連性や各科目との関連性

を明示し、入学ガイダンス時に説明し

た。 
イ．夜間・土日の開講と ICTを活用した授業の推

進 
・学生全員が正規職の有職者であることか

ら、授業は夜間と土日昼間に行い、ICT
を活用した授業参加を自由に選択できる

ようにしている。常勤の教員は大学から

の授業発信を原則としている。 

Ⅱ-A- 3［総合講座］ 
履修系統図の点検に基づき、今後の科目

編成の検討を開始した。しかし、カリキュラ

ム再編成の工程を完成するまでには至って

いない。 
 
 
 
 
(1)教養科目：全学の教育課程を考慮した教

養課程の再整理案の検討を進め、一部は作

成したが、未完成の部分も残っている。 
 
 
 
(2-1)語学科目：必修英語ではFTECの充実

をはかり、選択科目は 2023 年度新規開講

の「選択英語」の整備をおこなった。 
1)「英語Ⅰ～Ⅵ」では音声課題の提出等で

Google Classroomの活用をすすめ、授業

運営・管理のハイブリッド化をさらにす

すめた。 
2)「英語Ⅲ～Ⅵ」では動画・音声副教材を全

クラスで使用できるようにし、授業の質

の均質化をさらにすすめた。 
3)「英語Ⅲ～Ⅵ」で使用しているイーラーニ

ング教材の課題内容を見直し、理解度を

チェックする問題を追加する、面白い動

画をクラスで紹介するなど、学習効果を

さらに高める取り組みをすすめた。 
4)「選択英語」の次年度開講にむけて合同開

講科目の整備と時間割の整備をおこなっ

た。 
5）「選択英語」の履修モデルを作成した。ま

た、学生の履修計画を手助けできるよう

にガイダンス資料を全面的に改訂した。 
6）「選択英語」の新規開講に向けて、英語外

部資格試験を利用した単位認定制度を

CASEC による単位認定制度に一本化

し、学生がより目指しやすい制度に変更

した。 
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9)「英語Ⅰ～Ⅳ」の単位認定者に対し、より

きめ細かい履修指導ができるように、語

学ガイダンスで別枠を設け実施する。 
 
 
 
 
 
 
 
(2-2)言語科目のうち第二外国語では、授業

の安定的な開講にむけた取り組みを継続す

る。 
1)韓国・朝鮮語に関しては、対面授業に

Google Classroomを活用して授業運営・

管理のハイブリッド化を図る。 
2)中国語に関しては、「中国語Ⅱ」の継続履

修決定要因を明らかにするために、「中国

語Ⅰ」の最後に履修者に対し履修継続に

関するアンケートを実施し、履修者のニ

ーズを探る。 
3)次年度開講予定の「スペイン語 I～IV」に
関しては、学生が文化的知識とともに実

践的スキルも学べるように「総合」「会話」

の両科目について具体的に検討してい

く。 
 
 
 

  
 
 

(3)全学基本科目：情報関連科目のうち「情

報の処理Ⅰ」「統計の基礎」の内容を、文部

科学省の「数理・データサイエンス・ＡＩ教

育プログラム認定制度」の教育内容に合わ

せて調整の上で「常磐大学数理・データサイ

エンス・ＡＩ教育プログラム」として実施

し、2023年度の認定申請に向けた準備を行

う。 
 

(4)キャリア教育科目： 
1)キャリア教育科目の中では、１年次の「キ

ャリア形成と大学」が唯一の必修科目と

なっているが、クラスの人数が100人前

後と多くなるため、グループワークや個

別対応が困難な状況が続いている。その

ような状況の中でも Google Classroom
を使って課題を提示したり、提出物への

コメントを付して学生にフィードバック

したり、質問などへ個別に対応すること

で可能な範囲で丁寧な対応を教員グルー

プで実施する。 
2)１年次では、労働法の基礎知識や金融リ

テラシーなど、実践的な内容を学ぶと同

時に、自己理解を進めていき、どのような

キャリアを選びたいのか考える機会を提

供する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7)「英語Ⅰ・Ⅱ」では語彙の知識の定着を質

的に検証する枠組みを検討した。 
8) FTEC の成果の量的検証として2022 年

度1年生の4月期・12月期のCASECの

結果を分析し、次年度以降の授業改善に

役立てる。 
9)「英語Ⅰ～Ⅳ」の単位認定者に対し、語学

ガイダンスで別枠を設け実施し、きめ細

かい指導につなげることがきた。 
 
(2-2)言語科目のうち第二外国語では、授業

の安定的な開講にむけた取り組みを継続し

た。 
1)韓国・朝鮮語に関しては、対面授業に

Google Classroomを活用して授業運営・

管理のハイブリッド化を図った。 
2)「中国語Ⅰ」履修者に対して、「中国語Ⅱ」

の履修に関するアンケートを実施し、95
名の回答を得た。その結果、2022年度履

修者のニーズが相当程度明確になった。

授業への高い満足度（ほぼ10割）にもか

かわらず、Ⅱの継続履修希望者は約半数。

履修者全体の 2 割強がもともと初歩だけ

学びたい層で、授業についていけない層

が約 2 割、時間割の都合で履修できない

層が0.7割であった。 
3)次年度開講予定の「スペイン語 I～IV」に
関しては、「総合」と「会話」の両科目で

スキルをみにつけるだけでなく、音楽や

芸術を通して文化的知識も学べるように

授業内容を充実させた。 
 
(3)全学基本科目：「情報の処理 I」および「統

計の基礎」の授業を、文部科学省「数理・デ

ータサイエンス・ＡＩ教育プログラム認定

制度」に対応する内容で実施した。制度の申

請に必要な授業実施実績 1 年を満たしたた

め、令和 5 年度認定に向けた申請準備を進

めている。 
 
 
(4)キャリア教育科目： 
1)「キャリア形成と大学」は 9 クラス展開

で秋セメスターに開講され、6 名の教員

が担当した。毎週の教員ミーティングを

通して授業内容などの情報共有を重視

し、ていねいな対応ができる環境を整え

た。必修授業であるため、今年度も対面授

業で進めることができたので、茨城県中

小企業家同友会および茨城労働局からの

ゲストスピーカーの講話も、対話のでき

る環境で学生からも好評であった。学生

からの質問などへの個別対応は、クラス

の人数が100名ほどで多いため、教員の

負担となっているが、Google Classroom
などで効率的におこなうこともできたた

め、コロナ禍での遠隔授業の実践が活か

せた面もあった。 
2)１年次では、キャリアについて視野を広

げることが重要なため、他の講義科目と

は異なり、自己理解を深めるためワーク

ブックに記入することで自分を振り返る

ことも多く取り入れた。学生からのコメ

ントでも実践的な回が多かったことが好

評だった。 
3)竹びとSPIへの取組みついては、10％ま

での加点を周知し、演習問題を解説して

取組みを促した。学生によっては非常に

多くの時間学修した結果となったが、ほ

とんど学修しない学生層への対応は今後

の課題である。 
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(5)特別企画科目：プロジェクト科目の意義

や目的の再点検し、これまでの授業運営上

の課題を整理したうえで、授業の実施方法

やカリキュラム上の位置づけなどについて

変更に向けた検討を継続する。 
 

(6)留学生対象科目 
1)正規留学生・外国人学生の日本語力を向

上させ、在学中にJLPTのN１に合格す

ることを目指す。 
2）留学生対象科目を日本人学生との共修授

業とし、留学生・外国人学生と日本人学生

がお互いに影響しながら視野を広げ、国

際的な感覚を養う。 
3）留学生・外国人学生対象の日本語科目に

日本人学生がボランティアアシスタント

として参加し、留学生・外国人学生の日本

語力向上のみならず、日本人学生も日本

語でのコミュニケーション力を高める。 
4）新型コロナウイルスの感染拡大に伴い実

施を見合わせていた海外研修プログラム

の 3 年ぶりの実施を目指す。同時に、外

部団体主催の海外研修プログラムに参加

する学生を募り、「海外研修」による単位

認定を目指す。 
5）派遣留学はカナダ2名、タイ1名、韓国

2 名、ポーランド 2 名が決定している。

全員が常磐大学留学プログラム参加者と

して、各自がSDGsの課題を設定し、留

学前、留学中、留学後に継続的に課題に取

り組み、本学ホームページでの結果の発

信につなげる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(7)資格関連科目：各資格に係る教育課程

について、資格課程の一部見直しを踏まえ

て今後の科目開講の見通しを整理しつつ、

必要に応じて科目群の改廃・学科への移動

等の検討に着手する。 
-------------------------------------- 
Ⅱ-A- 3［人間科学部共通］ 

・相互履修科目の履修方法について、学科

で継続的に検討をする。 

 

 

[心理学科] 

・学生がキャリアの方向性を意識した科目

選択ができるよう、学科独自のキャリア

プランを複数検討する。その上で各プラ

ンに応じた推奨科目の選定を行う。 

・必修科目や公認心理師など資格関連科目

のうち、履修対象者を学科に限定すべき

科目を検討する。 

[教育学科] 

・学科横断型履修プログラムの検討を開

始。 

[現代社会学科] 

・現代社会の諸相について、多角的・複合

的に理解を深める観点から、学科の学修

(5)特別企画科目：個別の科目について、プ

ロジェクト科目と学科科目等の同時開講に

係る課題の事例などから、プロジェクト科

目の設定および運営・実施の課題を再確認

した。 
 
(6)留学生対象科目 
1）正規留学生・外国人学生の日本語力向上

への支援を続けたものの、N1合格はなか

った。一方、交換留学生 5 名が、自らが

持つ JLPT の一つ上のレベルを目指すた

めの学修支援を合わせて行うようになっ

た。 
2）留学生対象科目のうち、日本事情Ⅱ、日

本事情Ⅲ、日本研究Ⅱを、留学生と日本人

学生が共に履修し、共修が実現した。他に

も日本研究Ⅲ、日本研究Ⅴでは、日本人学

生が TA として参加し、学び合いが実現

した。 
3）日本語Ⅳ（N1相当の聴読解）、日本語Ⅵ

（スピーチ・プレゼン）、日本語Ⅷ（会話）

に日本人学生が TA として参加し、留学

生の日本語力向上、日本人学生のコミュ

ニケーション力向上に効果があった。 
4）海外研修プログラムのうち、タイ研修に

4名、フィリピン研修に13名、韓国研修

に15名の参加があり、催行された。コロ

ナ禍は収まりつつあるが、円安の影響で、

特にアメリカ研修は費用が従来の倍にな

り、申込者が少なく、催行されなかった。

同様の要因で、外部団体による海外研修

プログラムの参加者もなかった。 
5）派遣留学生に対しては、渡航前に全員が

集まる事前研修を 3 回行い、Google 
Classroom を用いた支援体制を作った。

派遣前にゼロ号報告書を執筆すること

で、各自の留学に向け準備や、SDGs 課

題の設定などを行った。留学中は、月例オ

ンラインミーティング、月例報告書の提

出を課し、それらを通じた留学サポート

を行った。帰国後は事後研修として留学

振り返りシートとSDGs報告書の提出お

よび帰国報告会によって、留学成果を発

信し、それぞれの留学経験の意味づけと、

次年度以降の派遣留学生の増加を目指

す。 
 
(7)資格関連科目：各資格において科目開講

予定案を作成し、見通しを立てることで、科

目のあり方の検討に着手した。 
 
 
-------------------------------------- 

Ⅱ-A- 3［人間科学部共通］ 

・学生の関心がある進路を意識した相互履

修科目の履修方法を「学科横断型履修プ

ログラム」としてまとめ、その結果を教授

会で報告した。 

[心理学科] 

・学科横断型履修プログラムに心理学科科

目が多かったため、独自プランの検討を

一旦保留し、学科横断型履修プログラム

にある学科科目の是非を検討した。 

 

 

 

[教育学科] 

・学科横断型履修プログラムの原案を作成

した。 

[現代社会学科] 

①学科の学修と密接に関連する他学科開講

科目等を相互履修科目として履修するた
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Ⅱ-A-4 授与する学位分野ごと

の入学者受入れの方針（アドミ

ッション・ポリシー）を明確に

示している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．入試広報 

（１）入試制度改革 

・多様な学生を積極的に受け入

れるための入試制度改革 
（２）広報活動の強化 

・Web 広報の充実 
・法人内進学者の確保 
 

 

 

 

 

 

 

と密接に関連する他学部他学科開講科目

等を相互履修科目として履修するよう働

きかける。 

・履修ガイダンスにおいて、学生の専攻領

域および進路形成に期せる他学部他学科

開講科目等の履修モデルを提示する。 

[コミュニケーション学科] 

・学科横断型履修プログラムの検討を開

始。 

[健康栄養学科] 

・相互履修可能な科目のうち3科目6単位

が「食品衛生管理者・食品衛生監視員」

資格取得の必修科目であり、専門性の高

い学科独自の履修プログラムを展開して

いる。 

-------------------------------------- 

Ⅱ-A- 3 [総合政策学部] 

①履修系統図において、各学科における科

目の位置づけを明確に示す。 

②幅広く深い教養及び総合的な判断力を培

うよう編成しているかを確認する。 

-------------------------------------- 

Ⅱ-A- 3 [看護学部看護学科] 

①教養教育と専門教育との関連を履修系統

図において明示する。 

 

 

 

 

 

 

 

-------------------------------------- 

Ⅱ-Ａ- 3[看護学研究科] 

・昨年度、教育課程は、大学設置基準にの

っとり、幅広く深い教養及び総合的な判

断力を培うよう編成しているとして文科

省より認可されたので、計画通りに実施

していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ-A- 4［人間科学部共通] 

①学科が求める学生像を明確にし、充分か

つ適切な広報活動を行い、各入試制度に

おいて適切な定員の確保に努める。         

②APと、各選抜に応じた課題、評価基準

等の対応を再確認し、APの適切な運用

を目指す。 

③感染防止に配慮のうえ、学科の学びを広

く周知できるオープンキャンパスの企画

を検討する。また、広報内容を多角的に

検討する。 

④常磐大学高等学校、智学館中等教育 

学校と連携する活動に積極的に参加をす

る。 

めの履修モデルを検討した。 

②履修ガイダンスにおいて、学生の専攻領

域および進路形成に期せる他学科開講科

目等の履修モデルを提示するための準備

を行った。 

 

[コミュニケーション学科] 

・教育学科とともに学科横断型履修プログ

ラムのWGグループに参加した。 

[健康栄養学科] 

・相互履修可能な科目のうち3科目6単位

が「食品衛生管理者・食品衛生監視員」資

格取得の必修科目であり、専門性の高い

学科独自の履修プログラムを展開した。 
 

-------------------------------------- 

Ⅱ-A- 3 [総合政策学部] 

・2021 年度に作成した履修系統図を点検

し、一部文言の修正を行った。また、2024

年度からの新カリキュラムを作成した。 

 

-------------------------------------- 

Ⅱ-A- 3 [看護学部看護学科] 

①看護師養成所指定規則においては教養教

育科目の履修が 14 単位以上とされてい

るが、コンピテンシー「多様な価値観を理

解する力」を育成するため、26単位を卒

業要件としている。また、専門教育と密接

に関連する教養科目「生命倫理」を必修と

している。教養教育と専門教育との関連

について履修系統図への明示はできなか

ったため、次年度の課題とする。 

-------------------------------------- 

Ⅱ-Ａ- 3[看護学研究科] 

・左記のとおり計画通りに編成した。 

ア. 「大学院教育導入論」履修の勧め 

・学生全員が学士課程教育を受けていな

い、または大学院教育を理解していない

ため、自由科目であるが「大学院教育導入

論」の履修を勧め全員が履修した（根拠資

料20：「大学院教育導入論」シラバス）。 

イ. 適切な長期履修制度の活用 

・有職者が 2 年間で修了しようとすると、

職場の休職制度等を利用しない限り、ど

うしても修了要件だけをクリアすること

に焦点がいき、幅広く深い教養及び総合

的な判断力を培うような学修に至ること

は難しくなる。したがって、募集段階から

最低の修了要件のみを目指すのではな

く、編成されたプログラムをできるだけ

多く学修し、成果を出せるような学修計

画（有職者は長期履修制度を利用）を十分

説明し、受験生にはこの点を確認・指導す

る必要がある。 

・そのためにはまず研究指導教員をはじめ

全教員が理解できるようなＦＤが今後必

要である。 

 

Ⅱ-A- 4［人間科学部共通] 

①多くの回数の広報活動を実施した。入学

予定者は397人である。           
②入試委員会と連携のもと各学科で再確認

を行い、健康栄養学科ではAPに応じた

受験科目の再設定を行った。 
③感染防止に配慮のうえ、学科の学びを広

く周知するオープンキャンパスの企画を

実施した。 
④全学の取り組みの中で、連携する活動に

各教員が参加した。 
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[心理学科] 

・感染防止に配慮した方法を検討・強化し

ていく。 

 

 

 

 

 

[教育学科] 

・学科生へのアンケート調査に基づくオー

プンキャンパスおよびガイドブック掲載

内容の見直しと、SNSを活用した広報

の実施 

・本学ホームページにおける「教育学科ニ

ュース」の定期配信 

 

 

 

[現代社会学科] 

・社会福祉の観点からも地域に貢献する人

材となれる可能性を、本学ホームページ

等を通じて伝える。 

・学科の幅広い学びの魅力を紹介する方法

を検討する。 

[コミュニケーション学科] 

・大学ホームページ上の出張講座一覧にお

いて、学科教員の講義内容に関する枠組

みを新カリキュラムに合わせて検討しな

おし、学科の学びの内容を分かりやすく

明示する。 

・入学者を対象とした志望に関するアンケ

ートを分析し、効果的な広報活動を検討

する。 

・大学Webサイトに学科独自のサイトを

設置して、高校生の質問に対応するQ＆

A等、広報計画を考える。 

[健康栄養学科] 

・学科独自の「健康栄養ホームページ」を

充実させ、在校生および活躍している卒

業生の声等により、学科の魅力をアピー

ルし、入学希望者確保に向けた広報活動

を継続する。 

 

-------------------------------------- 

Ⅱ-A- 4 [総合政策学部] 

①APの見直しについては検討を継続す

る。 

②昨年度変更を行った総合型選抜の課題、

作文について、正確な学力をはかれてい

るかどうか引き続き検証する。 

③大学Webサイトの学科ニュースの充実

を図る。 

④法人内高校への出張授業を積極的に行

う。 

 

 

 

 

-------------------------------------- 

Ⅱ-A- 4 [看護学部看護学科] 

①APが学習成果に対応しているか、入学

前の学習成果の把握を明示しているかを

点検する。 
②APを点検する際、、高等学校等関係者の

意見を聴取する方法について検討する。 
③入学者選抜の方法が、APに対応してい

るか点検を継続する。 
④多様な学生を受け入れるための方法を検

討する。 
⑤法人内進学希望者の看護を学ぶ意欲を高

め、進学者を確保するための広報活動を

 

[心理学科] 

・学生によるｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ用動画作成を支

援した。その結果TOKIWA PR動画

コンテスト準グランプリを受賞した。 
・高校への出前授業をオンライン形式開催

も取り入れ、感染防止に配慮した広報活

動を行った（茨城県，栃木県の高校への

13回の出前講義（オンライン含む））。 
[教育学科] 

・在学生に対する広報アンケートに基づき

オープンキャンパスを計画・実施した。

教育学科SNS運用ガイドラインに基づ

き、SNSを活用した広報を行った。教

育学科高校進路説明会（出張講義）マニ

ュアルを改訂し、出張講義40件を行っ

た。 
・本学ホームページにおいて「教育学科ニ

ュース」を9件配信した。 
[現代社会学科] 

・地域貢献が可能なキャリアデザインを、

本学ホームページ等を通じて伝えた。 
・学科の幅広い学びの魅力を紹介するため

の4年間履修モデルをまとめた。 
 
[コミュニケーション学科] 

・出張講座一覧に、学科教員を中心に配置

した“文化交流”のセクションを設け、学

科の学びの内容を具体的に周知するよう

にした。 
・入学者を対象としたアンケートを実施し

て結果を分析し、学科内で回覧した。 
 

 

 

 

 

[健康栄養学科] 

・学科ホームページ委員を中心に情報収集

し、学科ホームページを更新し広報活動

につなげた。 
・今年度の学科広報活動について振り返り

を行い、次年度以降の企画・活動への課

題の洗い出しを行った。 
-------------------------------------- 

Ⅱ-A- 4 [総合政策学部] 

①APを検討し、変更の必要がないことを

教授会にて確認した。また、APに基づ

き、2025年度入試における入試科目の

変更を検討した。 
②今年度実施した入試の課題・作文につい

て問題がないことを確認し、継続して検

討していくこととした。 
③大学Webサイトの学科ニュースの掲載

件数は経営学科44件、法律行政学科13
件、総合政策学科17件であり、積極的

に活用していると言える。 
④高大連携の出張講座は学部で７件であっ

た。 
-------------------------------------- 

Ⅱ-A- 4 [看護学部看護学科] 

①APは学生募集要項、大学パンフレット

および大学HPにおいて明示している。

APと学習成果との関連についての点検

はできなかったため、次年度の課題とす

る。 
②高等学校2校の教諭から、本学部への入

学希望者の動向や状況について聞き取り

を行った。今後、定期的な意見聴取がで

きるように機会を設定する。 
③2025年度入試に向けて、総合型選抜の

方法および一般入試科目を検討する際
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Ⅱ-A-5 授与する学位分野ごと

の学習成果は明確である。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行う。 
⑥HPを点検し、充実する。また、本学部

の魅力を検討し、明示する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-------------------------------------- 

Ⅱ-Ａ- 4[看護学研究科] 

①入学者受入れの方針はHPおよび大学院

パンフレット上で明示しているが、明示

方法に改善の余地がないか検討する。 
②持続的に質の高い受験生を確保するため

に、入試委員会を中心に全教員で計画的

かつ活発な広報活動を行う（主要病院、

実習病院の訪問など）。 
③受験生を支援するために「学び直し研修

（英文の読解と小論文の書き方）」を企

画実施する。 
④「大学院案内パンフレット」の作成が現

行では遅すぎて学生の募集活動に支障が

出ているので、4月には仕上がるように

原稿作成は今年度末から取り組む。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ-A- 5［人間科学部共通] 

・DPに記載されている「技能・態度」の

側面をより具体化し、それを適切に把握

する指標を継続的に検討する。 

 

-------------------------------------- 

Ⅱ-A- 5 [総合政策学部] 

・学習成果を明確にするため、汎用型の成

績評価指標を検討する。 

-------------------------------------- 

Ⅱ-A- 5 [看護学部看護学科] 

①前年度に確認した学習成果のうち、コン

ピテンシーの獲得状況、卒業時到達目

標、OSCEについて、具体性があり、測

定可能な指標を作成する。 
-------------------------------------- 

Ⅱ-Ａ- 5[看護学研究科] 

・看護学専攻分野の学修成果は学位授与方

針に基づき、最終試験に向けてルーブリ

ック評価を作成している。また、各科目

の学修成果は各シラバスに明示されてい

る。 

 

 

 

 

 

に、APとの対応について点検を行っ

た。 
④多様な学生を受け入れるための入試方法

に関する検討はできなかったため、次年

度の課題とする。 
⑤常磐大学高等学校の3年生、2年生の看

護職志望者に、それぞれ特化した看護体

験授業を行い、本学部の教育について広

報を行った。 
⑥HPの「看護学科ニュース」を1回/月程

度の頻度で更新して本学部の魅力を発信

した。開学時に作成した特設サイトとの

統合について次年度検討する。 
-------------------------------------- 

Ⅱ-Ａ- 4[看護学研究科] 

①入学者受入れの方針はHPおよび大学院

パンフレット上に明示した。またAPを

基準とした入試問題作成や、受験前の

「学び直し研修」の実施の趣旨にAPを

取り込んで実施した。 
②入試実施・広報委員会を中心に広報計画

を立て、主として実習病院や近隣の病

院、看護職養成校にリーフレットを配布

し、大学院教員による施設訪問による広

報活動をおこなった。その結果、2023
年度入学生を定員枠の6名確保できた。 

③受験対象者である社会人（看護職者）の

大学院入試に対する心理的障壁を取り除

くため、オンライン（Zoom）による2
回シリーズの「学び直し研修（小論文の

書き方編及び英文購読編）」を計3回実

施した。8名の参加があり、そのうち6
名が受験した。研修時間を平日の日中と

夜間に計画したが、夜間の参加者がほと

んどであったことから、次年度は開催時

間を夜間に変更する方向で検討してい

る。参加者は研修を受けることにより学

習の動機づけとなっていた。 
④2022年度は「大学院案内パンフレッ

ト」の仕上がりが6月だったため、広報

活動に支障が出た。この問題解決のた

め、来年度の広報パンフレット作成を今

年度中に着手した。これにより、仕上が

り予定は今年度より2か月早まり、4月

中旬となった。 
Ⅱ-A- 5［人間科学部共通] 

・他の点検評価に時間がかかり、未検討で

ある。現代社会学科では、学修成果の可

視化の一環として、地域調査士資格取得

課程の導入を行った。 

-------------------------------------- 

Ⅱ-A- 5 [総合政策学部] 

・汎用型の成績評価指標を検討は次年度に

検討することとした。 

-------------------------------------- 

Ⅱ-A- 5 [看護学部看護学科] 

①学習成果の明確化（具体性、測定可能）

に関する点検には着手できなかったため

次年度の課題とする。 

 

-------------------------------------- 

Ⅱ-Ａ- 5[看護学研究科] 

・DP8項目をすべてクリアしているかを

評価する「最終試験」の評価基準として

ルーブリックを作成した。最終試験に向

けた学修準備として各セメスター終了時

点に、学生は各自、DPごとに作成した

ポートフォリオを基に自己評価するよう

教務アドバイザーが指導した。 
・学生は、講義を受ける際にシラバスに明

記されている各科目の学修到達目標を必

ず確認し、科目終了後は学修目標の到達
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Ⅱ-A-6 学習成果の獲得状況を

量的・質的データを用いて測定

する仕組みをもっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

１．教育研究 

（１）教育の質の保証 

・学修成果の可視化 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ-A- 6［総合講座］ 

全学的な学修成果の可視化に係る方針に基

づき、ルーブリックなどを活用した学修成

果の可視化を行うために、2021年度および

2022 年度春セメスターの単位修得状況お

よび成績評価の評定別分布を、科目ごとに

点検し、適切な評価基準を策定する。 
-------------------------------------- 
Ⅱ-A- 6 [人間科学部共通] 

①各時点において標準的に期待される取得

単位数を学生に明示し、そのうえで、

GPA、単位取得率に基づいた学生指導を

行う仕組みを検討する。                                          

②進級率、留年率、退学率、休学率に基づ

いて、学習成果の獲得困難要因を把握

し、カリキュラム運用を検討する。           

③卒業研究科目について、ルーブリック評

価を継続し、その適切性を検討する。       

④期待される特定の進路がある学科におい

ては、学生の実際の進路との一致の程度

を測定、および評価をする。                      

⑤外部試験により、DPに定める学習成果

の把握（能力の測定）が可能か検討し、

そうした外部試験がある場合には、その

特定と今後の利用について継続して検討

する。               

⑥国家資格試験、教員採用試験等の合格率

を把握し、その評価と結果の公表を、継

続する。                     
⑦DPに定める能力のエビデンスの一つと

して用いることができる資格、免許を特

定し、その資格、免許取得者数を公表す

る。 
-------------------------------------- 

Ⅱ-A- 6 [総合政策学部] 

①学修成果と成績評価を可視化するため

に、ルーブリックによる成績評価基準を

作成する。 
②授業評価アンケートの結果を、学科ごと

に検証し、授業改善に結びつける方策を

策定する。 

-------------------------------------- 

Ⅱ-A- 6 [看護学部看護学科] 

①学習成果の獲得状況を量的・質的にどの

ように測定するかを検討する。 
②GPA、単位取得率、授業欠席率を用いた

アドバイザーによる学生面談を継続  

する。 
③GPA分布、ルーブリック分布、ポート

フォリオの活用方法を検討する。 
④在学生への調査、資格取得の登録率、イ

ンターンシップ等への参加率、在籍率、

卒業率、就職率、進学率のデータを収集

し、学生指導に活用する。 
⑤卒業生に調査をする仕組みを作成する。 
⑥国家試験合格率、資格取得率を把握し評

価する。また、HPでの公表を継続す

る。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

度を各自で把握するように指導してい

る。 

Ⅱ-A- 6［総合講座］ 
2021 年度の単位修得状況および成績の評

価分布の点検を科目ごとに行ったが、各科

目運営会議での検討を進めているものの、

全科目で適切な評価基準の策定には至って

いない。 
 

-------------------------------------- 

Ⅱ-A- 6 [人間科学部共通] 

①②各学科で検討を継続した。 
③作成したルーブリックの適切性を検討し

ている。 
④⑤⑥⑦該当学科で検討を継続している。

国家試験の結果（現代社会学科と健康栄

養学科）については、例年本学 HP 大学

基礎データで公開。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-------------------------------------- 

Ⅱ-A- 6 [総合政策学部] 

・2021年度および2022年度春セメスター

の科目ごとの単位修得状況を確認し、分

布に偏りがないか確認した。Sが多い、D
が多いなどの成績の偏りが見られる場合

には、科目担当者による原因の分析、次年

度への変更の必要性について検討した。 
------------------------------------- 

Ⅱ-A- 6 [看護学部看護学科] 

①各学習成果の量的・質的測定方法につい

ての点検は未着手であるため、次年度の

課題とする。 
②科目ごとの成績分布及び単位修得状況を

確認し、成績評価の方法や基準を点検し

て学科内で共有した。また、セメスターご

とに行っている、GPA、単位取得状況、

授業欠席状況をもとにしたアドバイザー

による学生面談を継続した。 
③4年次科目「看護課題の探究」についてル

ーブリック評価を行い、結果を検討中で

ある。GPA分布、ポートフォリオの活用

方法の検討には至らなかった。 
④在学生への調査（コンピテンシーの獲得 

状況、看護技術の獲得状況、看護実践能力

の獲得状況）を行った。また、保健師課程

の履修希望について調査を行い、学年が

上がるにつれて履修希望人数が減少する

理由を明らかにした。今年度の在籍率

106％、卒業率98.9％、進学および就職率

98.8％であった。 
⑤卒業生に学習成果に関する調査をする仕

組みは作成できなかったため次年度の課

題である。 
⑥看護師国家試験合格率96.6％、保健師国

家試験合格率90.5％。養護教諭一種免許

状取得率100％（4名）であった。これら
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Ⅱ-A-7 学生の卒業後評価への

取り組みを行っている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［基準Ⅱ-B 学生支援］ 
Ⅱ-B -1 学習成果の獲得に向け

て教育資源を有効に活用してい

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．学生支援 

（１）修学支援 

・情報メディアセンター（図書

館）の開館時間延長 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-------------------------------------- 

Ⅱ-Ａ- 6[看護学研究科] 

①開設1年目であり、標準年限生と長期履

修生に分かれているため、学修成果の量

的データを用いることは難しいが、質的

に測定できるように検討する。 
②学生が各セメスター終了時に、学修の成

果としてDPの到達度について、到達度

評価基準に基づき自己評価し、自己の学

修成果の獲得状況を経年的に可視化して

いく仕組みを作っている。 
③「研究計画検討会」の趣旨や基準におけ

る理解に個人差がないように、具体的実

施方法に関する勉強会を研究指導教員中

心に行う。その運営は教務委員会が行う

（12月）。 
 

 

 

 

 

 

-------------------------------------- 

Ⅱ-A- 6［教職センター］ 

・教職課程における学修成果を可視化する

ことができるよう、履修カルテの効果的

な運用方法について検討する。 

 

 

 

Ⅱ-A- 7［人間科学部共通] 

・卒業後評価の対象とするべき学生の進路

先（企業等）について、各学科で検討を

継続する。 

-------------------------------------- 

Ⅱ-A- 7 [総合政策学部] 

・就職先に卒業生についてのアンケート調

査を実施することを検討する。 

-------------------------------------- 

Ⅱ-A- 7 [看護学部看護学科] 

①卒業生の進路先から、卒業後評価を得る

ための具体的方法を作成する。 

②進路先からの聴取内容を学習成果の点  

検に活用する。 

 

 

 

 

-------------------------------------- 

Ⅱ-Ａ- 7[看護学研究科] 

・今年度はまだ修了生はいないので、次年

度に修了後評価の方法を検討していく予

定である。 

 

［基準Ⅱ-B 学生支援］ 
Ⅱ-Ｂ-1～4［総合講座］ 

(1)キャリア教育科目の学修を通じた取り組

み： 
1)インターンシップの配当年次は2年次と

なっているが、特に企業は採用に結びつ

ける方向でインターン生を選抜する傾向

があり、3年生が優先される傾向があ

る。それでも、2年生も対象に複数日の

実習を受け入れる企業も多くあるため、

インターンシップの授業では事前事後学

修を含めて自治体を含めた実習先を選べ

るように、キャリア支援センターと協力

して情報を提供する。 
2)就職活動の開始が早まる傾向が続いてい

るため、3年生の春までにキャリア教育

の選択科目を履修するように、1年次の

の数値はHPで公表した。 

-------------------------------------- 

Ⅱ-Ａ- 6[看護学研究科] 

①各セメスターで科目ごとの成績データを

概観し、成果測定が妥当かを検討し、全員

がSの2科目は科目責任者が成績評価基

準を見直すなど検討した。来年度はこれ

に関するFDが必要である。 
②来年度初めての修了生が出る予定なの

で、来年度 3 月初めまでに効果的な質的

評価方法を検討していく。 
③今年度は可視化していく仕組みとしてル

ーブリックを作成した科目は 2 科目であ

ったが、その適切さを検証していく必要

がある。また、今後もルーブリックが適切

と思われる他の科目にも広げていくこと

を検討する。 
④修了生が出る来年度 3 月初めに学修成果

の経年的変化を把握し、その有効性を検

討する。 
⑤「研究計画検討会」への申請がなかったの

で、勉強会は来年度早 F々D活動として企

画する。 
-------------------------------------- 

Ⅱ-A- 6［教職センター］ 

・教職課程における学修成果可視化の観点

から、履修カルテの記載事項の変更およ

び紙媒体から電子媒体への変更について

検討を行い、変更後のカルテを2023年

度から運用できるよう準備を進めた。 

 

Ⅱ-A- 7［人間科学部共通] 

・各学科で話し合いを進めた。 

 

 

-------------------------------------- 

Ⅱ-A- 7 [総合政策学部] 

・就職先に卒業生についてのアンケート調

査を実施することを検討した。 

-------------------------------------- 

Ⅱ-A- 7 [看護学部看護学科] 

①進路先を対象に、3月時点での卒業生の

在職状況（在職・休職・退職）について

調査を行った。今後分析を行う。卒業後

評価を得るための方法に関しては、次年

度の実施に向けて検討している。 
②進路先からの聴取内容を学修成果の点検

に活用する具体的方法は検討できなかっ

たため、次年度の課題である。 
-------------------------------------- 

Ⅱ-Ａ- 7[看護学研究科] 

・今年度はまだ修了生はいないので、次年

度に修了後評価の方法を検討していく予

定である。 

 

［基準Ⅱ-B 学生支援］ 
Ⅱ-Ｂ-1～4［総合講座］ 

(1)キャリア教育科目の学修を通じた取り組 

み 
1)インターンシップの授業では、産業分類

から業種研究および企業研究などを通し

て興味のある実習先を選ぶことができる

ように事前授業をおこなった。企業によ

っては3年生の実習を優先しているとこ

ろもあるが、2年生にも広くインターン

シップ生を受け入れて、事業内容を理解

してもらう取組みをしている企業や役所

も多い。キャリア支援センターと協力し

て情報提供を進めることで、履修者の実

習成果を挙げることができ、学内報告会

も開催することができた。 
2)就職活動に不安をもっている学生には、
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必修科目終了時点で、2年次以降の選択

科目の履修を呼びかける。 
 
 
 
(2)国際交流科目の学修を通じた取り組み 
1)昨年度採択された日本学生支援機構の海

外留学支援制度（協定派遣）が継続採択

となり、今年度4名の学生が奨学金を受

給し、8月以降、順次渡航する。円滑な

プログラム遂行によって、来年度の継続

採択を目指す。 
2)2023年度に向けて、日本学生支援機構

の海外留学支援制度（協定受入）の申請

を行い、採択を目指す。 
3)外部団体主催の海外研修に参加した学生

に対する「海外研修」による単位認定を

行う仕組みを構築することにより、参加

者増加を目指す。 
4）派遣留学中に修得した単位を「海外研

修」等の本学授業科目の単位として認定

する制度について検討する。 
5)国際交流科目会議の海外研修グループ会

合において、学科ごとの特性に合わせた

海外研修プログラムの開発について検討

を続ける。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-------------------------------------- 

Ⅱ-B -1［人間科学部共通] 

①シラバスに示した成績評価基準を着実に

活用する。                       
②授業アンケートへの各教員のフィードバ

ックを徹底し、必要に応じて結果を学科

で共有し、授業改善に活用をする。                   
③進級要件科目、卒業研究科目に加えて、

学修プログラム全体の目標に直結する科

目群を設定し、学生によるそれらの科目

の履修状況を学科内で共有し、支援のた

めの連携を図る体制の構築を目指す。                       
④学生の単位認定状況を把握し、退学者、

留年者、休学者の減少に努める。 
⑤履修相談、成績問い合わせには丁寧に回

答する。 
⑥図書館の本を借りることを推奨する。 
⑦成績不振学生には、きめ細かな相談にの

る機会を設定する。 
 
 
 
 
 

[心理学科] 

・学生がいつでも問い合わせることがで

き、かつ対応内容を学科教員が共有でき

２年次以降のキャリア教育科目を選択す

るように１年次終了の必修授業で案内い

ているが、キャリア支援センターのガイ

ダンスでも周知する必要があると思われ

る。 
(2)国際交流科目の学修を通じた取り組み 
1）日本学生支援機構の度奨学金を受給し

た学生たちは、自らの留学課題を遂行

し、その報告書も提出した。来年度の継

続採択にも大きな問題はないと考えられ

る。 
2）2023年度の協定受入の申請を行うこと

ができなかった。一方で、昨年度申請を

行った。2022年度の協定受入が追加採

択となり、今年度受け入れた5名の交換

留学生（タイ2名、韓国2名、ベトナム

1名）が奨学金を得られることになっ

た。それに伴い、当初１セメスターのみ

の受け入れで、12月には帰国の予定だ

った5名全員が、留学期間の延長し、

2023年度8月初めまで本学に在籍する

こととなった。留学生の在籍が1年間に

なったことで、本学学生たちとのさらな

る学び合い、交流によるよい影響が期待

できる。加えて、2022年9月より、ウ

クライナ避難学生1名を本学の留学履修

生として受け入れ、交換留学生と同様の

学修支援、および本学学生との学び合い

や交流の支援を行った。当該学生も

2023年度継続して本学に在籍する。 
3）外部団体主催の海外研修の参加者の単

位認定の仕組みは構築されたが、コロナ

禍の影響がいまだに残り、さらに円安に

よる渡航費の高騰などの要因で、参加が

いなかった。 
4）本学学生が派遣留学中に修得した単位

を「海外研修A」「海外研修B」「海外研

修C」として読み替えられる制度が確立

し、今年度、すべての派遣留学生が留学

中の修得単位を本学の単位として認定す

ることができた。 
5）海外研修運営グループ会合で、学科ご

との特性に合わせた海外研修プログラム

の開発の検討は継続しているものの、進

展させることはできなかった。 
-------------------------------------- 

Ⅱ-B -1［人間科学部共通] 

①⑤各科目担当者はシラバスに示した成績

評価を実行したが、学生から問い合わせ

がある場合には教務委員会で教員による

回答の適切性についても含め丁寧に確認

をした。また学生からの履修相談が複雑

な場合には、教務委員会で丁寧な議論を

重ね、教授会で審議をした。 

②各教員が、授業アンケートへのフィード

バックに努めた。            

③履修系統図の作成、相互履修科目の履修

方法などの検討を通して、各学科で議論

を進めた。 

④各学科で取り組んだ。学生が卒業不合格

となる要因については学部で検討し、学

長に書面で報告をした。 

⑥図書館の本を借りることを推奨した。 

⑦各セメスターに実施する面談を実施し

た。また高等教育の修学支援新制度にお

いて面談による判定が必要な学生がいる

場合には、アドバイザー教員は、きめ細か

な相談にのる機会を設定し、就学継続に

向けた指導を行った。 

[心理学科] 

・実習、演習科目を中心に学科独自の授業

アンケートを実施し、その結果に基づい
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るよう、WEB問い合わせ窓口を今年度

も継続する。 
・ガイダンスやアドバイザー面談、授業な

どの機会で図書館利用を推奨していく。 
・成績不振・課題未提出・複数回欠席者に

は、その都度、連絡をし、相談に乗って

いく。 
・成績優秀者には、希望により別途課題を

あたえ、学習機会を確保する。 
・大学院生の研究への協力機会を通して、

学術的な好奇心を刺激すると共に、具体

的な実験・調査計画の立て方などを学べ

るよう橋渡しをする。 
・大学院希望など、進学希望別にきめ細か

い説明会の実施を継続していく。 
[教育学科] 

・入学前スクーリングにおけるピアノレッ

スン、地理・日本史確認テストの実施お

よび成績不振者への指導 

・学科表彰制度の創設 

 

 

[現代社会学科] 

・学生の様々な学修成果を学科表彰等を通

して可視化することの継続。  

・必修科目後の時間を活用し、担当アドバ

イザーと学生が対面面談する機会を提供

する。 

[コミュニケーション学科] 

・学科会議で共有された各教員の授業の工

夫を、他の授業でも応用することで学生

の勉学の助けとする。 

・英語学習に関して個別面談を行う。 

・学年ごとにGoogle Classroomにホーム

ルームに相当するクラスを設置し、履修

等に関する情報を伝える。 

・学生表彰の制度の検討と、ディプロマ・

サプリメントに関する調査を行う。 

 

 

 

 

[健康栄養学科] 

・セメスター間の休業期間に全学年に課題

を設定し、修学の到達度の確認をする。 

・授業終了後、ICTツールを活用し、学習

の事後確認を可能にする。 

・年度当初、臨地実習実施前など節目ごと

に、個別にガイダンスを行い修学へのモ

チベーションの向上を図る。 

-------------------------------------- 

Ⅱ-Ｂ- 1［総合政策学部] 

・情報メディアセンター等の利用率を把握

し、向上に努める。 

 

-------------------------------------- 

Ⅱ-Ｂ- 1［看護学部看護学科] 

①シラバスに示した成績評価基準により  

学習成果の獲得状況を適切に評価する。 
②各科目において、学生による授業評価  

アンケート結果に対する自己点検を必 

ず行い、授業改善につなげる。 
③各セメスターにおいて、単位取得状況  

をもとにアドバイザーによる面談を行 

うことを継続する。 
④履修に関する学生の疑問に適時に応え、

確実な履修登録につなげるため、履修ガ

イダンス期間に実施する履修相談は、対

面に加えてメールでの相談を継続する。 
⑤現在導入している ICT環境（iPad、電

子教科書、ナーシングチャンネル、ビジ

ュラン、国家試験対策、Moodle、

た実習課題や方法の見直しをおこなっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[教育学科] 

・3/7 の入学前スクーリングにおけるピア

ノレッスン、地理・日本史確認テストを実

施し、成績不振者へは学習習慣定着のた

めの指導を行った。 
・成績最優秀の卒業生に対する学科表彰を

行った。 
[現代社会学科] 

・学生の様々な学修成果を学科表彰等を通

して可視化することを継続した。  

・必修科目後の時間を活用し、担当アドバ

イザーと学生が対面面談する機会を提供

した。 

[コミュニケーション学科] 

・ICT ツールを活用し、英語学習に関する

個別面談・個別コーチング、留学（トビタ

テ!留学JAPANへの応募、交換留学など）

に関する面談を行った。そのうち学科内

で共有が必要な情報については学科会議

で、報告・検討を行った。 
・学年ごとに Google Classroom にホーム

ルームに相当するクラスを設置し、履修

や就職活動に関連する情報を伝達した。 
・卒業者を対象としたアンケートを実施し

て単位を落としやすいポイントを確認

し、必修科目の履修を中心にその結果を

新入生に伝えることとした。 
 

 
 
 
 
 
 
 
-------------------------------------- 
Ⅱ-Ｂ- 1［総合政策学部] 
・「学びの技法」や「情報の処理」を中心

に、情報メディアセンターを利用する課

題を課し、利用率の向上に努めた。 

-------------------------------------- 

Ⅱ-Ｂ- 1［看護学部看護学科] 

①各科目担当教員は、シラバスの成績評価

基準により学習成果の獲得状況を適切に

評価した。 
②科目担当教員は、セメスター終了後に学

生による授業評価アンケートに対する自

己点検を行い、授業改善につなげた。臨

地実習の授業アンケートは大学の様式が

適さないため、学科独自に作成したアン

ケートを使用しての評価を継続した。学

生の回答しやすさを高めるため方法を

WEBアンケートに変更して行ったが、

回答率の向上が次年度の課題である。 
③各セメスター終了後、教務委員が集約し

た学生の単位取得状況を学科運営会議で

共有した。また、単位未取得がある学生
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Ⅱ-B-2 学習成果の獲得に向け

て学習支援を組織的に行ってい

る。 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．学生支援 

（１）修学支援 

・学生の学修に対する意欲の向

上に資する支援の充実 
３．地域連携・国際交流 

（２）国際交流活動の充実 

・海外における大学間学術連携

協定校の新規開拓  

・「海外研修参加奨励金制度」

Google   Classroom）の活用状況を

評価し、今後の利用方針を検討する。 
⑥図書館・PC学習室の利用状況を点検

し、活用につなげる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-------------------------------------- 

Ⅱ-B- 1［人間科学研究科] 

・複数教員による研究指導体制の有効性を

検証する。 

・研究指導教員および副研究指導教員の連

携および一貫した研究指導を行うための

体制を検討する。 

・有職者、家族ニーズのある者の就学につ

いて、これまでの問い合わせ事例をもと

に検討を進める。 

 

 

 

[修士課程] 

・パンフレット等における情報のアップデ

ートを毎年度実施し、入学希望者が指導

教員の研究領域、研究指導の方針等の理

解を得ることを可能にする。 
・入学希望段階の事前相談、Webサイト

への情報発信等を行う。 
・入学希望者に提示する研究指導教員の研

究領域に係る推薦・参考図書の適切な範

囲、およびそれらの提示方法を、検討す

る。 
 

 

 

 

-------------------------------------- 

Ⅱ-Ｂ- 1[看護学研究科] 

・図書館の蔵書の充実（電子図書の充実） 

・情報メディアセンター（図書館）の日曜

開館及び開館時間の延長 

・学生の教育資源の活用能力の向上（学外

からの電子図書の活用研修；電子図書リ

ストの作成など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ-B-2［全学的な取り組み］ 

（１）修学支援 
①2019 年度に策定した計画に基づき、「入

学前教育の取り組み」、「基礎学力補完の

ための取り組み」および「正課の授業科目

の教育内容」等の連携を推進する。 
②各種奨学金制度の活用に向けた周知およ

び支援ならびに「高等教育の修学支援新

制度」の円滑な運用を促進する。 

を対象として、学習計画立案を目的とし

たアドバイザーの面談指導を行った。 
④履修ガイダンスは、前年度の課題を修正

して実施した。履修相談は、1年生は対

面とメール、2年生以上は原則メールで

行った。履修登録締切直前の入力エラー

が多く、履修登録漏れが2件あったが、

教務委員の指導により登録を完了した。 
⑤iPad、電子教科書、動画教材、国家試験

対策WEBの活用状況について評価を行

った。動画教材について学生・教員に授

業での活用を勧め、視聴回数の少ないコ

ンテンツは次年度以降整理する。 
⑥図書館の利用状況の点検はできなかった

ため、次年度に行う。 
-------------------------------------- 

Ⅱ-B- 1［人間科学研究科] 

・複数教員による研究指導体制による課題

は、学生、教員双方から報告されていな

い。今後もこの体制を維持しながら、本

体制の課題を検討する。 
・有職者の進学相談は、修士課程２件、博

士課程で1件あった。そうしたニーズに

応じるための課題について、広報委員等

と共有した。 
・作問の工夫等により、本年度の入試にお

いては、判定材料となりうる成績分布と

なった。 
[修士課程] 

・幅広い教員の紹介が可能となるよう、パ

ンフレット等の情報のアップデートを行

った。 
・情報発信の成果として、有職者、留学生

も含め、幅広い層からの事前相談の申し

込みがあった。 
・ウェブサイトによる情報発信の一つとし

ての、資格試験合格者（臨床心理士、公

認心理師）の実績については、掲載のた

めの課題を確認した。 
・教員による取り組みは未着手であるが、

進学相談会で受験予定者に対応し、研究

科在籍学生が受験準備としてテキスト等

の紹介を行った。 
-------------------------------------- 

Ⅱ-Ｂ- 1[看護学研究科] 

図書館の利用 

・学生の教育資源として、開学時に蔵書とし

て希望し今年度購入した蔵書はほとんど

配架されており洋図書 34 冊、洋電子 76
冊、和電子66冊、和視聴覚資料1点であ

り、全てリスト化された。図書館の利用方

法、電子図書利用方法については、入学ガ

イダンス等で学生に説明され活用されて

いた。 
・院生室があるQ棟に図書館が併設されて

おり、司書による学修サポートも受けや

すくなっている。しかし、閉館時間が平

日・土曜日は21時であり、日曜日は閉館

しているので社会人の院生にとって利用

しやすいとはいいがたい現状である。来

年度に学生の利用状況を調べ、課題の有

無を把握したい。 
 

Ⅱ-B-2［全学的な取り組み］ 

（１）修学支援 
①「入学前教育の取り組み」、「基礎学力補完

のための取り組み」および「正課の授業科

目の教育内容」等の連携 
2022年度は、次の諸点を踏まえて、入学

前教育（2023年度入学者対象）を実施し

た。 
・入学前教育の「大学共通課題」において
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（仮称）の創設 
・正課の学修と関連性の高い海

外研修プログラムや海外イン

ターンシッププログラムの開

発 
・海外研修（個人参加型）の履

修者増加 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ-B -2 [人間科学部共通] 
①学生の状況を見極め、ガイダンスの時期

や方法の適正なあり方について、検討を

始める。     
②学修到達水準が高く、学習内容の習得速

度の早い学生に対して、学習上の配慮や

学習支援を検討する。      
③編・転入学生への指導体制の整備。 
④各学科で、アドバイザー制度の活用、個

別相談の実施、学生情報の共有、修学支

援制度の周知を行う。特に1・2年生、

合理的配慮が必要な学生に関しては、早

期の問題把握に努め、学生の状況把握、

適切な働きかけを行う。                         
⑤出席管理、追試験・再試験などについ

て、理解が十分でない上級生へ関して

は、適切な働きかけを行う。 
 
 
 
 
 
 
 
[教育学科] 

・アドバイザーおよび学生支援委員による

学生への対応フローの運用 

・ガイダンス期間中における1・2年生に

対するアドバイザー面談の実施 

 

 

[現代社会学科] 

・基礎能力アッププログラム未修了者への

重点的指導。 

 

[健康栄養学科] 

・学科会議で授業における出席状況、実験

実習科目におけるレポート提出状況を確

認共有し学生対応を強化する。進級要件

充足の確認、指導を徹底する。 

-------------------------------------- 

Ⅱ-Ｂ- 2 [総合政策学部] 

①各学科で、アドバイザー制度の活用、個

別相談の実施、学生情報の共有、修学支

援制度の周知を行う。 

②国際センターと協力を推進し、海外研修

プログラム等への積極的な参加を学生に

促す。 

 

 

 

所定の基準に到達していることを、「学

びの技法 」（1 年次秋セメスター必修

科目）の履修の要件とする。 
・入学前教育の「大学共通課題」につい

て、入学時に所定の基準に到達してい

ない者に対しては、入学後も「基礎能力

アッププログラム」の取り組み等を通

じて，その達成を支援する。また、基礎

学力補完および就職試験対策に関わる

e ラーニング教材「竹びと SPI」の取

り組み状況を、「キャリア形成と大学」

（1 年次秋セメスター必修科目）の成

績評価の一部に反映することにより 、
正課の授業科目の教育内容との連携を

図る。 
②「高等教育の修学支援新制度」の円滑な運

用 
 ・学内の各種奨学金と日本学生支援 機

構奨学金を学生に案内するとともに、

国の「高等教育の修学支援新制度」に対

応した。 
Ⅱ-B -2 [人間科学部共通] 

①ガイダンスの時期や方法の適正なあり方

について、各学科で検討をした。     
②学修到達水準が高く、学習内容の習得速

度の早い学生に対して、学習上の配慮や

学習支援を検討した。      
③対象者がいる学科において、編・転入学

生への指導体制の整備を進めた。 
④⑤学生相談委員会主催研修会についてア

ナウンスをした。各学科で、1・2年

生、合理的配慮が必要な学生、大学の制

度への理解が十分でない上級生に対し

て、適切な働きかけを心掛けた。本学学

生による外部団体主催プログラムへの参

加を本学の単位として読みかえる場合

や、卒業年次の学生が「海外研修」に参

加した場合における単位の認定手続きに

ついて教務委員会で審議し、学習成果の

獲得に向けた支援をした。                        

[心理学科] 

・学科表彰、受講生による相互評価など

様々な学習成果を視覚化した。 

・進路希望別にきめ細かい説明会を実施し

た。 

[教育学科] 

・欠席が多い学生への対応フローを改善し

た。長期欠席学生の情報を記入する共有

ファイルを作成・運用した。 

・ガイダンス期間中に1・2年生に対する

アドバイザー面談を行い、学科会議で情

報を共有した。 

[現代社会学科] 

・アドバイザー、教務委員、スクーリング

担当者の協力により、基礎能力アッププ

ログラム未修了者を減少させた。 

 

 

 

 

 

-------------------------------------- 

Ⅱ-Ｂ- 2 [総合政策学部] 

①オリエンテーションにおいて個別相談を

実施した。また、セメスター開始時に出席

状況・GPAが低い学生に対するアドバイ

ザーからの指導を行った。各学科会議に

おいて、学生情報の共有を図った。 
②海外研修参加者は経営学科2名、法律行

政学科1名、総合政策学科8名であっ

た。また、申請したが催行取り消しとな

った学生が経営学科で1名であった。 
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-------------------------------------- 

Ⅱ-Ｂ- 2 [看護学部看護学科] 

①入学手続き者を対象とした入学前プログ

ラムのスクーリングにおいて、本学で看

護を学ぶ意欲を高めるため、ミッショ

ン、学部で養成する人材像、3つのポリ

シー、コンピテンシーを説明し、授業や

学生生活に関する情報提供を行う。 
②新入生が学習や学生生活を理解しやすい

ように、オリエンテーションの内容・方

法を点検し、改善する。 
③成績良好で基礎学力の更なる向上を目指

している学生の学習意欲に対応するために

実施している「チャレンジ看護学」（1年

生）について内容を点検し、継続する。 
④国家試験の模擬試験での成績低迷者を対

象としている学習支援について、内容を

点検し、継続する。 
⑤オフィスアワーを明示し、学生が学習に

ついて相談しやすい体制を継続する。 
⑥優秀な学生に対する学習上の配慮や学習

支援について検討する。 
⑦セメスター終了ごとに学生の単位履修状

況を教員全体で把握し、履修指導につな

げることを継続する。 
⑧学科専門科目「海外看護研修」の内容に

ついて点検し、改善する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-------------------------------------- 

Ⅱ-Ｂ- 2[看護学研究科] 

ア．学修支援は研究指導教員及び教務アド

バイザーを中心として、全教員があたる 

・特に学授与方針に関する学修成果を判定

する最終試験に向けて義務付けられてい

る「ポートフォリオ」作成についてはセ

メスターごとに教務アドバイザーを中心

として指導する。 

イ．補習や事後課題のフィードバックのた

めの授業の企画実施を推進する。その把

握・管理は教務委員会が行う。 

・他大学との連携授業・フィールドワーク

及び個人参加型研修の参加を推進してい

く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-------------------------------------- 

Ⅱ-Ｂ- 2 [看護学部看護学科] 

①学修サポート委員会が中心となり、3月

に59名の高校生を対象として入学前プ

ログラムのスクーリングを行った。入学

までの学習準備や大学での学び方につい

ては教員が担当し、学生生活については

在学生がビデオメッセージで情報提供を

行った。 
②前年度の課題をふまえ、新入生オリエン

テーションの資料を改善し、実施した。

新入生歓迎会はcovid-19感染拡大によ

り実施できなかった。 
③成績良好で基礎学力の向上を目指してい

る1年生を対象とした「チャレンジ看護

学」は3月に実施。また、各学年におい

て、振り返りシートを用いて自己の学習

状況の振り返りを行った。学習行動の変

容に差が見られることから、日々の学習

習慣を身につけるための支援を次年度の

課題とする。 
④国家試験の模擬試験後に、学修サポート

委員・アドバイザーが成績低迷者には面

談を行い学習方法や生活に関する助言、

メンタルサポートを行った。 
⑤オフィスアワーの明示、アドバイザー制

度により、学生が相談しやすい体制を継

続できた。アドバイザー学生の割り当て

をこれまでの学年縦割りから1学年担当

に変更したが、1年生のアドバイザーか

らは面談等の負担が大きいことが挙げら

れており、次年度の点検を継続する。 
⑦セメスター終了ごとに学生の科目履修状

況を学科運営会議で共有し、再履修科目

のある学生の履修指導につなげた。 
⑧これまで「海外看護研修」がcovid-19
の影響で開講できていないため、訪問国

およびプログラムの変更を検討し、次年

度から実施すべく準備をしている。 
-------------------------------------- 

Ⅱ-Ｂ- 2[看護学研究科] 

ア. 教務アドバイザー 
・学修成果の獲得に向けて学習支援を組織

的に行うために入学年度ごとに入学前の

受験相談時から修了まで一貫して学生の

相談や指導を担う教務アドバイザー（教

務委員メンバー）を研究指導教員とは別

に配置し、両者の協力により、学生が安心

して学修できている。 
・最終試験に備えて、学生は DP ごとの凝

縮ポートフォリオを作成し、セメスター

ごとに自己の学修の到達状況を把握する

よう、教務アドバイザーは、適宜学生に個

別面談を行い、相談や助言を行った。 
イ.共同カンファレンス 
・学生が主体的に運営し学び合うために

「共同カンファレンス」を各セメスター

に 1 回開催する仕組みを作った。その相

談役は教務アドバイザーが行い、今年度

は 2 回実施し、学生にとって有意義であ

った。 
ウ.学生のための学修環境 
・Q 棟５階のワンフロワーに講義室2 室の

他、院生が自由に来学して勉強できるよ

うにPC1台/人、コピー機、印刷機、シュ

レッダー、個人用ロッカー、机、椅子など

の備品を揃えている。 
エ．電子図書の積極的購入 
・有職学生である院生が自宅や職場からア

クセスしやすいようにするために、今年

度購入した図書177点のうち8割が電子

図書であり、学生にとって配慮されてい
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・院生の満足度調査を実施と活用法の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-------------------------------------- 

Ⅱ-Ｂ- 2［教職センター］ 

・学年ごとや免許種ごとのニーズに対応す

る教職課程ガイダンスの効果的な実施方

法について検討する。 

・教職センター兼任教員が教員採用試験対

策や進路などについて教職センターで相

談できる教員採用試験対策等相談日を設

けると共に、学生への利用を促す。 

 

 

-------------------------------------- 

Ⅱ-Ｂ- 2［国際交流語学学習センター］ 

国際交流活動の充実 

・海外の大学間学術連携協定校の新規開拓 

・「海外研修参加奨励金制度」設置済み

（2019年度運用開始） 

・質および時間数が正課の学修に沿う形で

担保されている海外研修プログラムやイ

ンターンシッププログラムの開拓 

・海外協定校とのオンライン交流プログラ

ムの定着化と参加者数の増加 

 

 

 

 

 

 

ると言えるが、利用状況の調査は来年度

行う。 
オ．入学前の学修支援 
・入試合格者の英語力と文章力を高めるた

めに、「学び直し研修」から引き続き、「小

論文の書き方」の個人指導を行っている。

担当者は学び直し研修の講師を務めた教

員と研究指導教員予定者である。この指

導は入学後も学修支援として持続してい

きたい。 
カ.．院生の満足度調査を実施と活用法の検討 
・学生を対象に、遠隔授業における学修環

境について、講義中のノイズの状況や講

師の声の聞き取りやすさに関するアンケ

ートを実施した。その結果、講師の音声の

聞きにくさを訴える回答が多く、講義室

の集音器具の調整を行った。さらに、パソ

コンにハンドマイクを設置し、改善を図

った。 
・常磐大学大学院｢教育体制等改善のため

の調査｣が 2022年12月5日（月）～

2023年1月1（火）に Googleフォー

ム（無記名式）およびオンラインインタ

ビュー（Google Meet）で実施された。

18名を対象者とし回答者は7名であっ

た。調査結果として、大学院の授業への

満足度は約86％が非常に/ほぼ満足と回

答した。また、現在の教育環境・学生へ

のサポートへの満足度については約

86％が非常に/ほぼ満足と回答し、「オ

ンラインでの授業は仕事との両立には有

り難い」「サポートに関して不満はな

い」「アドバイザーには学習面以外のサ

ポートもしてもらい学びやすい環境であ

る」「メールのやり取りから助言を頂け

た定期的に学会などのご連絡を頂けた」

等、学修サポート体制への評価が得られ

た。さらに、「オンラインでの授業が多

く、発信側の環境で音声が聞き取りにく

い状況が続いたが、だいぶ改善された」

と、学修環境の改善に対する評価が得ら

れた。一方、授業出席方法や院生室の

PCに関する要望等も出され、今後の課

題としたい。 
-------------------------------------- 

Ⅱ-Ｂ- 2［教職センター］ 

・教育実習内諾および実施に向けた円滑な

準備の観点から、在学生教職課程ガイダ

ンスの実施時期を新年度初めから年度末

へ変更した。 
・教員採用試験対策等相談日として、春月

曜5限・秋月曜3限に柴原宏一先生が、

月曜3限に毎週に小島睦先生が教職セン

ターに常駐し、学生の教員採用試験対策

や進路についての相談にご対応頂いた。 
-------------------------------------- 

Ⅱ-Ｂ- 2［国際交流語学学習センター］ 

国際交流活動の充実 

・海外の大学間学術連携協定校の新規開拓

はなかったが、学生交換プログラム協定

は1校（モンゴル文化教育大学）と締

結。 
・2022年度は3つの海外研修が実施さ

れ、「海外研修参加奨励金制度」に20
名の学生（タイ研修2名、フィリピン研

修6名、韓国研修12名）が採用され

た。 
・2022年度実施のタイ研修、フィリピン

研修については、事前・事後研修にオン

ライン交流を実施するなど、深い学びの

場となっている、。また、2023年度実
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Ⅱ-B-3 学習成果の獲得に向け

て学生の生活支援を組織的に行

っている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅱ-B-4 進路支援を行ってい

る。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

２．学生支援 

（２）生活支援 
・学生の成長実感・足度の向上

に資する支援の充実（学生満

足度調査結果の活用を含む） 
・生活環境の充実 
（３）課外活動支援 

・UNIVAS 加入とスポーツイ

ンテグリティの醸成  
・強化部の充実 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．学生支援 

（４）キャリア支援 

・低学年のインターンシップ参

加推進 
・就活新ルールに応じた就職支

 

 

 

 

 

 

Ⅱ-B-3［全学的な取り組み］ 

（１）生活支援 
学生満足度調査の実施および結果の活

用 
 
 
 
 
（２）課外活動の支援 

新型コロナウイルス感染症の状況を注

視しながら、課外活動の支援に取り組む。 
 
 
 
 
 
Ⅱ-B -3 [人間科学部共通] 

①オフィスアワー制度を継続する。 
②各種課外活動への参加を呼び掛ける。課

外活動奨励金の周知に努める。 
 
 
-------------------------------------- 

Ⅱ-Ｂ- 3 [総合政策学部] 

・学生満足度調査結果の教育に関する部分

の活用を図る。 
 
-------------------------------------- 

Ⅱ-Ｂ- 3 [看護学部看護学科] 

①アドバイザー、学生支援委員、教務委員

が連携して対応している学生の生活支

援・健康支援体制を継続する。 
②学生生活に関する学生の意見や要望を把

握する。 
③学生が取り組んでいる社会的活動を把握

し、支援する。 
④コロナ禍において学生自身が健康管理を

行うために導入した健康管理アプリ

Metellの活用状況点検を継続する。 
 

-------------------------------------- 

Ⅱ-Ｂ- 3[看護学研究科] 

・経済的支援 

 

 

 

 

 

-------------------------------------- 

Ⅱ-Ｂ- 3［国際交流語学学習センター］ 

＜国際交流会館＞ 

・入居学生との面談の実施 

・国際交流プログラム（協定校学生による

オンライン英語チュータープログラム

等）の実施 

・定例会の充実（交換留学生とのオンライ

ンによる事前顔合わせ等） 

 

 

 

 

Ⅱ-B -4 [人間科学部共通] 

①各学科の学びの特性をふまえ、キャリア

形成の意識を高める機会を提供し、キャ

リア形成のための支援を継続する。                   

②キャリア支援センターと連携し、ゼミナ

施予定のモンゴルにおける日本語教育実

習なども、実施に向け準備中である。 
・海外協定校等との6つのオンライン交流

プログラムを実施し、のべ133名の参加

者があった（昨年度は、6つのプログラ

ム73名参加）。 
Ⅱ-B-3［全学的な取り組み］ 

（１）生活支援 
WEBアンケート形式の調査（対象学

生のメールアドレスに回答 URL を記

載したメールを配信）を実施した。調査

対象者数3,137人のうち、1,963人から

得られた回答を集計し、総合満足度は

88％の結果であった。 
（２）課外活動の支援 

学長があらかじめ定めた要件を満たす

ものについて活動を認めた。課外活動参

加者は1,272人で、学生全体に占める割

合は40.5％となり、前年度から3.5ポイ

ント増加した。学園祭は3年ぶりに2日

間とも模擬店販売を含めたイベントを対

面により実施した。 
Ⅱ-B -3 [人間科学部共通] 

①オフィスアワー制度を活用した。 

②各種課外活動への参加を呼び掛けた。課

外活動奨励金の周知に努めた。掲示板等

を活用し、課外活動に取り組む学生の可

視化に努めた。 

-------------------------------------- 

Ⅱ-Ｂ- 3 [総合政策学部] 

・学生満足度調査結果の業者による分析結

果をもとに学科ごとに検討を行うことと

した。 

-------------------------------------- 

Ⅱ-Ｂ- 3 [看護学部看護学科] 

①生活上・健康上の問題や課題が生じた学

生について、アドバイザー、学生支援委

員、教務委員長が連携して対応を行っ

た。 
②学生生活に関する学生の意見や要望を把

握する機会を設定できなかったため、次

年度に計画する。 
③学生が取り組んでいる社会的活動の把握

は未着手のため、次年度に計画する。 
④学生支援委員が健康管理アプリMetell
の使用状況を確認した。 

-------------------------------------- 

Ⅱ-Ｂ- 3[看護学研究科] 

・学生が全員有職者であるために、経済支

援として、平成24年度税制改正による

「特定支出控除」の制度を利用するよう

教務委員長・教務アドバイザーを通して

勧めた結果、学生はこの制度を利用し税

の還付を受けることができたた。 

-------------------------------------- 

Ⅱ-Ｂ- 3［国際交流語学学習センター］ 

＜国際交流会館＞ 

・5月に日本人入居学生11名と、職員2
名で面談を実施、面談内容を全員で共有

し、課題の改善等につなげた。 
・協定校であるバゴ市立大学の学生による

オンライン英語チュータープログラムを

実施し、コロナ禍にありながら国際交流

の機会を創出した。 
・3月と8月には、交換留学生とのオンラ

インによる事前顔合わせ等をし、定例会

の充実を図った。 

Ⅱ-B -4 [人間科学部共通] 
①各学科の学びの特性をふまえ、キャリア

形成のための支援を継続した。                   
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援プログラムの開発 
 

ール単位で個別学生への就職相談、情報

提供を適宜実施する。                   

③教職センターと協力のうえ、教職課程履

修の卒業生に関しては、卒業後の教員免

許の取得状況、教員への就職についてフ

ォローする体制の構築に向けた検討を継

続する。                     

④就職活動を開始しない学生への支援につ

いて、各学科で検討し、対応をする。 

⑤学生に推奨する資格、免許の精査を継続

する。                           

⑥国家資格や免許の取得に向けた支援体制

を充実させる。 

⑦国際交流語学学習センターと連携し、各

学科で、学生の国際感覚を養うための教

育について検討をする。 

 

 

 

 

 

[心理学科] 

・公認心理師科目履修者の中でも大学院進

学・就職などの複数の選択肢があること

から、今年度も継続して、必要に応じて

キャリアデザインの相談に応じていく。 

・就職活動を開始しない学生には、キャリ

ア支援センターと連携し、働きかけてい

く。 

 

 

 

 

[教育学科] 

・教育学科OB・OGセミナーの開催       

・学科生に対するアンケート調査の実施お

よび教員以外の進路を希望する学生への

キャリア形成支援  

・教員採用試験不合格者・一般企業志望者

への講師登録のサポート 

・「教職設計演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」等におい

て、茨城県教員採用試験形式に対応した

科目運営を継続して行う。 

・公立幼稚園採用試験・保育士試験受験予

定者への学科（授業内外）における対策

講座を実施する。 

 

 

 

 

[現代社会学科] 

・介護初任者研修の受講を推奨。      

・早い段階からの、社会福祉士国家試験受

験のための自主的な学習会開催を推奨。             

・公務員試験受験希望者への継続的な勉強

の場の提供。 

 

[コミュニケーション学科] 

・3・4年生に対しては一般的な大学生の

就職活動状況データを就職白書から抜粋

して周知、３年生に対してはインターン

シップ情報に関するポータルサイトを提

示といった形式で、学科独自に就職情報

を提供する。 

・キャリア支援センターからの情報を学生

に効果的に伝達する仕組みについて検討

する。 

・英語教職課程、日本語教師資格、ICCO
（化交流創成コーディネーター）の資格

取得の条件に関する周知をおこない、資

格の取得を支援する。 

・学科学生に対して留学への参加を促すと

②キャリア支援センターと連携し、ゼミナ

ール単位で個別学生への就職指導を適宜

実施した。                   
③教職センターと協力のうえ、教職課程履

修の卒業生をフォローする体制の構築に

向けた検討を継続した。                     
④就職活動を開始しない学生への支援につ

いて、各学科で検討し、対応をした。 
⑤資格取得の意義等については、各学科で

継続して検討をした。2021年度第3回

合同教授会（2022年3月9日開催）報

告事項「取得可能な免許および資格等の

点検および見直しについて」をふまえ、

現代社会学科に地域調査士の資格課程を

設置した。 
⑥該当する学科で、国家資格や免許の取得

に向けた支援体制の充実に努めた。 
⑦国際交流語学学習センターからのアンケ

ートに回答する形で、学科学生の進路に

結び付けた「海外研修」活性化策を検討

し、その結果を提出した。 
[心理学科] 

・公認心理師科目履修者の中で、演習・実

習などの科目を通して指導を行った。ま

た必要に応じて1年次より受験資格に関

わる説明の他、高学年向けにキャリアデ

ザインの相談にも応じた。 
・公務員試験への支援をおこなった。公務

員試験受験のうち、希望者に対しては、

志望先に応じ個別対策検討会、願書添削

指導，想定される適性検査演習を実施し

サポートした。その結果，学部から県職

心理職合格者を出すことができた。 
[教育学科] 

・2/18に、幼稚園・小学校・中学校の教

員、一般企業、教育に関係する仕事に就

いている学科卒業生6名を招き、OB・
OGキャリアセミナーを実施した。2・3
年生47名が参加した。 

・OB・OGキャリアセミナーおよび講師

登録説明会の際にアンケートを実施し、

学科生の進路状況・希望、進路に関わる

悩みを把握した。 
・10/3に講師登録説明会をオンラインで開

催した。 
・「教職設計演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」等におい

て、茨城県教員採用試験形式に対応した

科目運営を継続した。 
・公立幼稚園採用試験・保育士試験受験予

定者を対象とする対策講座を実施した。 
[現代社会学科] 

・介護初任者研修を4名が受講した。 
・2年生対象としては、秋セメスター、3
年生は春・秋セメスターでの勉強会を開

催した。 
・公務員試験受験希望者への個別相談・指

導を行った。 
[コミュニケーション学科] 

・22年度から新規資格として導入した文

化交流創成コーディネーター（ICCO）

に関して、4月のガイダンスをはじめ、

Google classroomを通じて履修を促し

た。その結果として1名の学生が ICCO
資格取得に必要な夏季集中セミナー（1
週間）に参加した。 

・「英語科教育法Ⅰ・Ⅲ」において，共通

教材「教師のためのポートフォリオ」を

使用した。 
・英語教職の学生が実習基準のための検定

試験、特に利便性の高いオンライン検定

試験の受験が不正なく行われるよう、申

し合わせ事項を整備した。 
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ともに、履修などに関して十分なサポー

トを行う。 

・対面およびオンラインの両方で、海外協

定校などの学生との交流を深められるよ

う支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[健康栄養学科] 

・学科内に「就職委員会」を立ちあげて学

科会・メール等で情報共有して、就職率

100％の達成を目指す。 
・茨城県栄養士会の無料職業紹介所からの

管理栄養士・栄養士等の求人情報収集の

継続。  
・短大・大学連携同窓会「常磐栄養士会」

と連携して、卒業生から就職情報収集を

継続するとともに、卒業生によるキャリ

アパスセミナーの企画など、早い時期か

ら将来の職業像を意識させる。                                                
・学科内に「管理栄養士国家試験対策委員

会」を置き、毎月開催して情報共有し、

管理栄養士国家試験合格率の増加をはか

る。 
・管理栄養士国家試験ガイダンスを実施し

学生に意識付けを行う。  
・ゼミ教員が4年生に対して勉強する環境

づくりを支援する。  
・4年生に対する国家試験対策科目の充実

を図るとともに定期的に模擬試験を実施

し、国家試験受験へのモチベーション強

化を図る。 
-------------------------------------- 

Ⅱ-Ｂ- 4 [総合政策学部] 

・キャリア支援センターと連携し、ゼミ担

当教員からの就職支援を行う。 

・学生の資格取得を学部資格支援室で支援

を行う。 

・就職内定者、OB・OGとの意見交換会

を実施する。 

-------------------------------------- 

Ⅱ-Ｂ- 4 [看護学部看護学科] 

①学部キャリア支援委員会で作成した

「TOKIナースキャリア支援計画」を点  

検・改善し、計画に沿った支援を継続  

する。 
②キャリア支援センターと連携して、就職

内定状況を定期的に把握し、進路支援に

つなげる。 
③保健師国家試験受験資格、養護教諭一種

免許状の取得、および助産師学校等への

進学に対する支援を継続する。 
④就職状況の分析、進路支援の評価を継続

する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・海外協定校への派遣留学を促し、留学前

の履修相談に応じた。また留学前、留学

中の対面およびオンラインでのサポー

ト、帰国後の振り返りなどを実施した。 
・「日本語教育学概論」で学生に、TAと

して留学生対象科目に参加したり、留学

生が開催する各国語のトークタイムへの

参加を促すことで、海外協定校の学生と

の対面での交流を支援した。また、海外

協定校とのオンライン交流会の周知と参

加促進、交流促進の支援を行った。 
・オランダ，ライデン大学の日本語サーク

ル「TANUKI」に所属する現地学生と

学生によるオンライン言語文化交流を全

4回実施した。13名の学生が参加。 
[健康栄養学科] 

・学科独自に3年生を対象に卒業生を招い

た国家試験、就職活動についてのガイダ

ンスを行った。 
・学科内就職者状況を定期的に把握したう

えで、キャリア支援のあり方について振

り返りを行った。 
・学科内に「管理栄養士国家試験対策委員

会」において、模擬試験からの成績情報

をもとに課題指導を行った。 
・4年生に対する国家試験対策科目の充実

を図るとともに定期的に模擬試験を実施

し、また外部講師を招いて、弱点科目分

野についての講習を行った。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-------------------------------------- 

Ⅱ-Ｂ- 4 [総合政策学部] 

・キャリア支援センターと連携し、ゼミ担

当教員からの就職支援を行った。 
・学生の資格取得を学部資格支援室で支援

を行った。 
・ゼミナール等で就職内定者、OB・OG
との意見交換会を実施した。 

-------------------------------------- 

Ⅱ-Ｂ- 4 [看護学部看護学科] 

①「TOKIナースキャリア支援計画」に基

づき、キャリア支援センターと連携して

マナー講座、就職セミナー、ガイダンス

を実施した（学生参加率86.2％）。 
②4年生の就職支援をキャリア支援センタ

ーと連携して行い、就職内定状況を定期

的に把握した。 
③保健師資格取得の支援として、模試5
回、振り返りゼミ4回、個別面談および

苦手意識の高い科目の補講を行った。ま

た、養護教諭一種免許状取得に向けて低

学年からの学習支援を行った。保健師、

助産師を志望する学生を対象として、そ

れぞれ説明会を開催した。 
④就職希望者の就職率は100％、保健師就

職は3名、助産師学校進学者は1名であ

った。卒業生の約8割が茨城県内に就

職・進学した。保健師課程の履修希望者

は56名であったが選考試験への応募は

32名と減少したためその理由について

調査を行った。保健師の魅力を伝え、よ

り学力の高い履修生の確保が課題であ

る。 
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-------------------------------------- 

Ⅱ-Ｂ- 4[看護学研究科] 

・有職者(在学生全員)に対しては特に必要

ないが、学生の要望があれば、教務アド

バイザー等を通して速やかに対応する。 

 

 

-------------------------------------- 

Ⅱ-B -4 [キャリア支援センター] 

①インターンシップ参加推進 

（1・2年次対象のものを含む） 

②1・2年次向け就職支援プログラムの充実

（eラーニング教材「竹びとSPI」の積極的   

な活用、「竹びと SPI 模擬試験」の利用

促進を含む） 

③前年度の就職支援活動の振り返りを行

い、課題について検討を開始する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-------------------------------------- 

Ⅱ-B -4 [教職センター] 

・茨城県教員採用試験の試験日・試験内容

の変更に対応し、教員採用試験対策講座

「教職アカデミー」の再編を行う。 
・教員採用試験の自己採点結果、合格点等

の分析を行う。 

⑤卒業生のフォローアップを目的とした交

流会をWEB開催した（10月、3月）。

参加者が10名前後と少なく、周知方法

が課題であった。 
--------------------------------- 

Ⅱ-Ｂ- 4[看護学研究科] 

・学生が全員有職者のため就職支援は必要

がないが、転職やキャリア発達の相談に

対しては、研究指導教員・教務アドバイザ

ーが中心になり、全教員の協力を経て対

応していく。今年度の相談はなかった。 

-------------------------------------- 

Ⅱ-B -4 [キャリア支援センター] 

①インターンシップ参加推進 （1・2年

次対象のものを含む） 
・「低学年向けインターンシップ講座」の

動画を作成し「2022年度1，2年生向け

キャリアガイダンス」から配信した。 
・低学年も対象とするNPO法人雇用人材

協会およびキャリタスのインターンシッ

プ情報をグーグルクラスルーム「2022
年度1，2年生向けキャリアガイダン

ス」から配信した。 
②1・2年次向け就職支援プログラムの充

実（eラーニング教材「竹びとSPI」の

積極的な活用、「竹びとSPI模擬試験」

の利用促進を含む） 
・「大学２年生向けキャリア形成講座」を

ハローワーク講師を招いて実施した。 
・「竹びとSPI」（オンライン）による模

擬試験を大学3年生および短大1年生

(幼児教育保育学科は希望者のみ)を対象

とし、春セメスターは「竹びとSPI」の

「テストセンター・固定2」、秋セメス

ターは「テストセンター・固定１」を実

施した。春セメスターの実施は今年度が

初めてで、希望する大学2年生にも受験

を促した。春・秋ともに試験終了後、受

験した模擬テストの問題の中から何問か

をピックアップして解説する「模擬テス

ト解説会」を実施した（株式会社ライン

ズ担当）。また、「竹びとSPI」の説明

と使用方法についての資料をグーグルク

ラスルーム「24卒向けキャリアガイダ

ンス（人間科学部・総合政策学部）に掲

載し利用を促した。 
③前年度の就職支援活動の振り返りを行

い、課題について検討を開始する。 
 2022年度全学キャリア支援委員会にお

いて、学科ごとの前年度の就職支援活動

の振り返りを実施し、５月の全学キャリ

ア支援委員会で報告し情報共有を行っ

た。 
--------------------------------- 

Ⅱ-B -4 [教職センター] 

・「教職アカデミーⅡ一次試験対策講座」

で一般教養・専門教養に係る内容に代わ

り本学学生が苦手とする小論文講座を含

めると共に、レディ・メイド型学内講座

に変更し受講料および開講最低人数を低

減した。また「教職アカデミーⅤ面接対

策講座」で想定問題集を作成し指導の効

率化を図った。 

・教員採用試験受験状況調査を複数回行

い、受験者・受験自治体・受験番号・自

己採点結果や合否状況を効率的に把握し

た。 
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Ⅲ 
教

育

資

源

と

財

的

資

源 

［基準Ⅲ-A 人的資源］ 
Ⅲ-A-1 教育課程編成・実施の

方針に基づいて教員組織を整備

している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅲ-A-2 専任教員は、教育課程

編成・実施の方針に基づいて教

育研究活動を行っている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．教育研究 
（３）外部資金の獲得強化 
・研究環境の整備 
・研究業績の検証、研究成果報

告の徹底 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［基準Ⅲ-A 人的資源］ 
Ⅲ-A-1［人間科学共通] 

・教員配置の適切性を質的及び量的な面か

ら再確認し、不足がある場合には、優先

度を見極めながら、教員配置の検討を要

望する。 
 
 
 
 
 
-------------------------------------- 
Ⅲ-Ａ- 1［総合政策学部］ 

・カリキュラムに基づき各学科の人事採用

計画を立てて教員採用を行う。 
 
 
 
 
 
 
-------------------------------------- 

Ⅲ-Ａ- 1［看護学部看護学科] 

①教育課程編成・実施の方針に基づいた  

適切な教員配置であるか点検を行い、  

必要時、教員配置を検討する。 
 
 
 
-------------------------------------- 

Ⅲ-Ａ- 1[看護学研究科] 

・2023年度末M〇合教授5名退職後の教

員組織計画案を検討する。 
 

 

 

 

 
-------------------------------------- 

Ⅲ-Ａ-1 [教職センター] 

・幼稚園教諭一種免許状課程に係る文部科

学省からの事後調査へ適切に対応する。 
 

Ⅲ-A-2［全学的な取り組み］ 

・外部資金の獲得に向けた情報提供、申請

の支援等に継続的に取り組む。 
・教育課程編成・実施の方針に基づき専

任教員の研究業績の検証に取り組む。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［基準Ⅲ-A 人的資源］ 
Ⅲ-A-1［人間科学共通] 

・教員配置の不足について、正規教員、非常

勤講師等様々の形態で補充等が行われ

た。専任教員については、2022（令和4）
年度末退職予定3件に対し、2022年（令

和 4）度末までに決定した新規教員採用

は教育1、現代社会1、健康栄養3（うち

2 件は年度中に着任）の 5 件である。未

達の部分については継続的に課題の洗い

出しに努める。 
-------------------------------------- 
Ⅲ-Ａ- 1［総合政策学部］ 
・法律行政学科、経営学科で計 7 名の退職

者があり、各学科の人事採用計画に基づ

いて5名の教員公募を行い、2名は2024
年度からの採用とすることとした。教員

公募の結果、2 名の教員採用を行うこと

とし、残る 3 名については 2023 年度秋

セメスターでの採用を目指すこととし

た。 
-------------------------------------- 
Ⅲ-Ａ- 1［看護学部看護学科] 

①教育課程編成・実施の方針に基づいた適

切な配置であることを確認した。専任教

員は、大学設置基準に定める教員数を充

足しているが、次年度には定年等による

退職予定があるため、着実に人事計画を

立案、実施することが課題である。 
-------------------------------------- 
Ⅲ-Ａ- 1[看護学研究科] 
・2023年度末M〇合教授5名退職後の教

員組織計画案を研究科長・参与・学部長

が協力して来年度早々作成し、公募計画

を立てる。 
・現在在職中の合教員またはその他の教員

から「研究指導教員」昇任資格者の手続

きを来年度早々進める。 
-------------------------------------- 
Ⅲ-Ａ-1 [教職センター] 
・幼稚園教諭一種免許状課程に係る文部科 

学省からの事後調査への対応を終了し 

た。 

Ⅲ-A-2［全学的な取り組み］ 

・科学研究費助成事業については、制度等

説明会の開催、個別相談等を通じて、申請

の支援および奨励等に取り組んだ。 
・学内研究助成では、研究代表者として科

学研究費助成事業へ申請し不採択となっ

た研究で、次年度に同様の申請を行う研

究を支援するための研究種目（特別奨励

研究助成）を設けている。 
・教育および学術研究の充実・発展のため

の寄付金については、資金の募集のほか、

学内公募等による資金の活用に取り組

み、2 科目の寄付講座を開設するととも

に、1件の教育研究活動を採択した。 
・専任教員の研究倫理を遵守するための取

り組みについては、上記の「科学研究費助

成事業制度等説明会」において、コンプラ

イアンス等教育の一環として説明を行

い、参加および参加報告を義務づけてい

る。2022年度は、「eラーニングプログラ

ム（eAPRIN）」の受講および受講報告を

義務づけるなど、意識の向上に努めてい

る。 
・自己点検・評価活動の一環として、各学科

長による、管下の専任教員の研究業績（過

去 5 年間）の確認を実施した。確認の結

果、一定の基準を下回っている教員には、

学長から文書にて研究活動の進展を促す

とともに、2023 年度～2024 年度の研究
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Ⅲ-A-3 学生の学習成果の獲得

が向上するよう事務組織を整備

している。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 人事政策 

（１）適正な人材の確保 

① 人材多様化への対応 

② 人事採用計画に基づく

人材確保 

 
Ⅲ-A-2［人間科学部共通] 

①人事給与課を通じて年度ごとの研究業績

を学長に報告することを徹底し、自身の

研究について点検評価を行い、研究の活

性化に努める。 
②外部資金、科学研究費の獲得を推奨す

る。 
③研究倫理教育の受講を徹底する。                    
④学部紀要の年2回の刊行を維持す   
る。                 

⑤研究時間確保のため、業務偏りの    
改善に努める。 

⑥FD活動への積極的参加を促す。                     
⑦授業アンケートへのフィードバックを徹

底する。必要に応じて、授業アンケート

の結果を学部・学科内で共有し、次年度

の授業改善に努める。 
-------------------------------------- 
Ⅲ-Ａ- 2［総合政策学部］ 

①年度初めに学部長・学科長で昨年度の授

業評価アンケートと教員の研究成果報告

を確認し、必要に応じて面接を実施し、

教育改善・研究活動の推進を図る。 
②科研費等の外部資金獲得を促す。 
 
 
 
 
 
-------------------------------------- 

Ⅲ-Ａ- 2［看護学部看護学科］ 

①教員の研究活動促進のための方法を検討

する。 
②科学研究費補助金、外部資金獲得を支援

する取り組みを行う。 
③研究倫理遵守のための全学的取り組みに

対して、教員の参加を促進する。 
④「常磐看護学研究雑誌」（研究紀要）の

発刊を継続し、研究成果の投稿を促進す

る。 
⑤学部FD活動を実施し、教育・研究活動

の改善につなげる。 
⑥年度末の研究成果報告を徹底する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
-------------------------------------- 

Ⅲ-Ａ- 2[看護学研究科] 

・Ⅲ-Ａ- 1に向けて該当教員の教育研究業

績を審査し、研究指導教員・副研究指導

教員候補者名簿を作成する。 

-------------------------------------- 
Ⅲ-Ａ-2 [教職センター] 
・教職課程における組織的なFD・SDの

実施方策について検討する。 
・教職センター紀要を年1回刊行するとと

もに、掲載論文等の質の担保のあり方に

ついて検討する。 

 

Ⅲ-A- 3［人間科学研究科] 

[修士課程] 

・現行カリキュラムにおける課題を整理

し、持続可能なカリキュラムおよび研究

指導体制を検討する。 

計画の報告を求めた。 
Ⅲ-A-2［人間科学部共通] 
①2021（令和 3）年度研究業績の提出率

100％。研究活性化に向けた全学の点検

のなかで、教員は必要に応じて研究計画

の再検討に取り組んだ（5件）。             
②科研費の新規採択数3件 
③研究倫理教育の受講率100％ 
④第40巻第１号，第２号刊行。     
⑤授業担当数が多い教員を抱える学科で

は、研究科と連携の上検討し、対応を進

めた。 
⑥常磐短期大学等で実施される FD 活動に

ついても、教授会でアナウンスした。FD
活動への参加率84.1％    

⑦教員単位での、授業アンケートのフィー

ドバックの徹底に努めた。 
 

-------------------------------------- 

Ⅲ-Ａ- 2［総合政策学部］ 

①年度初めに学部長・学科長で昨年度の授

業評価アンケートと教員の研究成果報告

を確認した。また、全学の取り組みとして

一定の業績数に満たない教員について

は、2023・2024年度の研究計画を提出す

ることで研究活動の推進を図った。 
②科研費の採択については、研究代表者が

2件（申請７件）、研究分担者が4件であ

った。昨年度とほぼ同様の数となってお

り、継続して推進する必要がある。 
-------------------------------------- 

Ⅲ-Ａ- 2［看護学部看護学科］ 

①過去5年間の研究実績が一定数未満の教 
員に対して、研究計画の作成・提出を求め 
た。また、学部FD委員会の企画により、 
研究遂行のための工夫について研修会を 
開催した（参加率84％）。 

②外部資金獲得のための支援の取り組みに 
は至らなかった。2022年度の科研費新規 
採択件数は1件（研究代表者）のため 
外部資金獲得の支援は次年度の課題であ 
る。 

③研究倫理順守のためのコンプライアンス 
教育には教員全員が参加した。 

④「常磐看護学研究雑誌」第5巻（査読付）

を発刊した。投稿申込は10件あったが、

投稿は 6 編、原著論文はなかったため、

投稿促進がなされない理由について、紀

要編集委員会が調査を行った。今後分析

を行う。 
⑤学部 FD 委員会の企画により、教育、研

究 
に関するFD活動を実施した。 

⑥研究成果報告書は全員が提出した。 
-------------------------------------- 

Ⅲ-Ａ- 2[看護学研究科] 

・専任教員は、教育課程編成・実施の方針

に基づいて教育研究活動を行っている。 
 

-------------------------------------- 

Ⅲ-Ａ-2 [教職センター] 

・教職課程における組織的なFD・SDの実施

方策にかんし、2023年度からの実施に向

けて検討を行った。 

・教職センター紀要第 7 号を刊行するとと

もに、掲載論文等の種類の判断方法等に

ついて検討を行った。 

Ⅲ-A- 3［人間科学研究科] 

[修士課程] 

・各授業のコマ展開について確認を行っ

た。 

・研究科科目の担当が可能な教員の増員を
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Ⅲ-A-4 労働基準法等の労働関

係法令を遵守し、人事・労務管

理を適切に行っている。 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）人材育成の強化 

① 教員が不断に多様な教

育研究活動を行うための

仕組みや環境の整備 

② 人事考課制度の活用 

③ 研修制度の充実 

④ FD・SDの強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ-Ａ- 4 [人事給与課] 
（学校法人常磐大学2022年度事業計画より。） 

（１）教職員人事制度 
 ① 事務系職員の職位運用体系の整備 
 ② 65歳定年（引き上げ）の検討 
③ 労働時間管理の厳格化とそれに伴う

環境整備の推進 
（２）人員計画・人事採用計画 
① 学校法人全体の現状を踏まえた教職

員に関する人事政策の策定 
② 退職者推移，非常勤職員の無期雇用

転換を踏えた人員計画，人事採用計

画の策定 
（３）計画的な人材育成，研修施策の実施 
 ① 研修体系に沿った体系的な研修の実   
   施 
② 自己啓発等への取り組みとFD・SD

への参加を通した人材育成への取り

組み 
③ 女性管理職者の登用促進 

（４）大学教員の人事考課制度の導入に向

けた検討 
（５）認証評価指摘事項を踏まえた人事面

からの対応 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上申し、心理臨床センター所属教員の採

用が検討された。 

Ⅲ-Ａ- 4 [人事給与課] 
（１）教職員人事制度 
① 事務系職員の職位運用体系の整備 
「学校法人常磐大学事務職員の職位に関する

規程」により、職位ごとに必要とされる能力を

定めている。人事考課制度により、その考課結

果を上位の職位に昇格するための任用基準と

して運用する条件整備を進めている。 
② 65歳定年（引き上げ）の検討 
定年年齢の延長は、新規採用人事や給与体系

の抜本的な改革と密接不可分であることか

ら、その制度設計について慎重な検討を継続

しているが、公務員の定年年齢延長が法制化

されたことを踏まえ、2023年度より段階的に

延長していく計画である。 
③ 労働時間管理の厳格化とそれに伴う環

境整備の推進 
時間労働の是正（残業時間の上限規制）、過労

死防止のための健康確保措置の拡充等が盛り

込まれた働き方改革関連法を踏まえ、定時退

勤の勧奨強化、育児や健康状態など個々の職

員が抱える多様な事情への柔軟な対応や年次

有給休暇を取得しやすい環境の整備を推進し

た。 
 
（２）人員計画・人事採用計画の見直し 
① 学校法人全体の現状を踏まえた教職員

構成等に関する人事政策の策定 
大学教員の定員管理については、人数、教授数

ともに設置基準を充足している状況の下、定

年や任期満了等に伴う欠員充足については、

その専門性や必要性を見極めた適正数の確保

を踏まえた採用活動を実施した。 
② 退職者推移、非常勤職員の無期雇用転

換を踏まえた人員計画、人事採用計画の

策定 
事務職員においては、今後の退職者推移を踏

まえ、2022年度に経験者採用を積極的に展開

し、2022年度内に4名、2023 年度に3名の

採用を決定した。 
 
（３）計画的な人材育成、研修施策の実施 
① 研修体系に沿った体系的な研修の実施 
2022年度においては、新規採用職員に対する

学内研修のほか、日本私立大学連盟の研修プ

ログラムによる目的別研修を中心とした研修

計画を引き続き実施した。また、新任管理職

者、女性リーダー育成、若手職員育成研修への

派遣によりと実施した。 
② 自己啓発等への取り組みとFD・SDへ

の参加を通した人材育成 
各種の知識、能力、技量の向上等を目的とした

自己啓発等への取り組みの推奨と「教職協働」

による学校運営を進める必要があることか

ら、事務職員のFD参加を義務付けた。 
③ 女性管理職者の登用促進 
女性活躍推進法による一般事業主行動計画に

おいて、女性管理職者の登用促進を掲げてお

り、2022年度は女性職員２名を統括として登

用した。今後も女性管理職者の積極的登用を

継続し、管理職候補者も含め、将来的な育成に

向けた教育訓練の機会を積極的に設け、管理

職登用へ反映していく。 
（４）大学教員の人事考課制度の導入に向

けた検討 
大学教員の人事考課については、未だ導入の

検討段階ではあるものの、再任用に係る規程

整備等し、任期制教員が定年制へと移行する

際に透明性の高い評価基準・方法による審査

を実施している。 
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［基準Ⅲ-B 物的資源］ 
Ⅲ-B-1 教育課程編成・実施の

方針に基づいて校地、校舎、施

設設備、その他の物的資源を整

備、活用している。 
 
Ⅲ-B-2 施設設備の維持管理を

適切に行っている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［基準Ⅲ- C 技術的資源をはじ

めとするその他の教育資源］ 
Ⅲ- C -1 大学は、教育課程編

成・実施の方針に基づいて学習

成果を獲得させるために技術的

資源を整備している。 
 
 
 
［基準Ⅲ-D 財的資源］ 
Ⅲ- D -1財的資源を適切に管理

している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
３．施設設備 
（１）教育環境の整備 
①計画的なキャンパス整備の

推進 
（２）安全安心な環境の維持 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．施設設備 
（１）教育環境の整備 
・ICT環境の充実 
 
 
 
 
 
・本学の健全性維持と本法人で

の事業活動収支差額の均衡化

による財務基盤の改善 
・中期財務計画の策定と精査、

見直し 
・教育の質を維持すべき資金配

分の調整と継続した事業活動

支出の抑制 

 

 

 

 

 

 

［基準Ⅲ-B 物的資源］ 
Ⅲ-B［情報メディアセンター］ 

・選書方針に基づく各種資料の収集を推進

する。 

・各種資料の除籍および除却を推進する。 

 

 

 

 

-------------------------------------- 

Ⅲ-B［施設設備］ 

○2022（令和4）年度事業計画 
(1)「施設等環境整備計画」に基づき、以下

を実施する。 
 ①見和キャンパス新校舎(新 B 棟)建築工

事(2024年春竣工予定) 
 ②空調設備更新(E 棟,H 棟,O 棟 2 階･3
階,T棟1階･2階,V棟) 

 ③外壁修繕工事(M棟,Q棟東側タイル面) 
 ④エレベータ更新(O棟) 
(2)学生からの要望に基づき、以下を実施す

る。 
①トイレの改修工事 

  「見和キャンパストイレ温水洗浄便座

化計画」に基づくトイレ改修工事(G棟

3階,O棟1階,Q棟5階) 
(3)省エネルギーおよび環境保護の取り組み 
 ①ボトルフィラー付冷水機の設置 
 ②ペットボトルリサイクル専用Boxの設

置 
 
 
基準Ⅲ-C 技術的資源をはじめとするその

他の教育資源］ 
Ⅲ- C -1［情報メディアセンター］ 

・2019年度、2020年度、2021年度、

2022年度に実施した見和キャンパス内

の無線LANアクセスポイント追加につ

いて、継続して2023年度に追加するた

めの設置計画を検討する。 
 
［基準Ⅲ-D 財的資源］ 
Ⅲ-Ｄ- 1［会計経理課］ 
・事業活動収支差額均衡化の維持 

・事業活動収支差額の均衡化を図るため、

在籍者数に応じた予算の配分調整と適切

な執行管理を実施 

①経常的経費支出の適正化 

②教育研究経費支出の適正化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）認証評価指摘事項を踏まえた人事面

からの対応 
学長主導で学科ごとに専任教員の研究業績の

確認を行い、概ね過去 5 年間の研究業績がな

い、または著しく不足している場合には、自己

点検および研究業績の進展を促した。 
［基準Ⅲ-B 物的資源］ 
Ⅲ-B［情報メディアセンター］ 
・図書資料は「常磐大学情報メディアセン

ターの資料収集と選書に関する方針」に

基づき、学科構成およびカリキュラムに

十分配慮して選書を行った。 
・2023年2月から3月にかけて、館内に保

管してあった個人研究費戻り資料390点

の除籍作業を行った。 
-------------------------------------- 

Ⅲ-B［施設設備］ 

○環境整備について以下を実施した。 
 ・見和キャンパス新校舎(新B棟)建築 工

事の着手【2023年12月竣工予定】 
 ・空調設備更新(E棟,H棟,O棟2階･3階, 

T棟1階･2階,V棟) 
 ・外壁修繕工事(M棟,Q棟東側タイル面) 
 ・エレベータ更新(O棟) 
○トイレ整備(温水洗浄便座化工事)につい

て以下を実施した。 
 ①2022年度実施 
  ・G棟3階,O棟1階,Q棟5階 
 ②整備年次計画 
  ・2023 年度･･･F 棟 1 階､Q 棟地下 1

階･3階･4階､U棟1階 
  ・2024 年度･･･G 棟 4 階､M 棟 4 階､   

O棟3階､R棟2階･3階 
○省エネルギーおよび環境保全の取り組み

ついて以下を実施した。 
 ・ボトルフィラー付冷水機の設置 
 ・ペットボトルリサイクル専用 Box の 

設置 
［基準Ⅲ-C 技術的資源をはじめとするそ

の他の教育資源］ 
Ⅲ- C -1［情報メディアセンター］ 

・教育環境整備の一環として、授業運営や

カリキュラム等を踏まえて学事センター

と協議の上、無線エリア増設箇所とし

て、教室・演習室46箇所、 体育館（ア

リーナ、多目的室）桜の郷キャンパス教

室、演習室9箇所 を増設した。 
［基準Ⅲ-D 財的資源］ 
Ⅲ-Ｄ- 1［会計経理課］ 
・2022年度予算は、新校舎建築工事を主と

した大口の事業計画が含まれるが、法人

全体として経常的経費の抑制が図られて

おり、収支差額は収入超過の見込みであ

る。また本学においても、入学定員確保に

加えて看護学部の経常費補助金受給開始

の影響もあり、主たる財源での安定的な

維持が図られ、収入超過が見込まれる状

態である。健全性の維持（均衡化）につい

ては、現在経過中であるため、決算により

示す予定である。 
・教育研究経費比率については、2022年度

予算値ではあるが法人全体は34.3％、本

学は33.4％で全国平均と同等の水準とな

り、教育研究の維持、充実が図れる資金配

分となっている。最終的な教育研究経費

比率については、決算により示す予定で

ある。 
令和4年度版 今日の私学財政 参照 

   医歯系法人を除く大学法人の全国平

均：34.3％ 
・2023年度予算においては、法人の財務状

況や設置学校の組織改編、学生生徒の入
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Ⅲ- D -2財務の実態を把握し、

財政上の安定を確保するよう計

画を策定し、管理している。 

 

 

Ⅲ-Ｄ- 2 

・「TOKIWA VISION 2023」に基づく環境

分析、および経営実態、財政状況に基づく

経営計画の策定 

学者動向を見据え、予算編成会議での協

議内容を基に、予算配分を行った。 
Ⅲ-Ｄ- 2 

・「TOKIWA VISION 2023」について、理

事会が行う「定期的な達成状況の検証」の

結果に基づき、内外の環境を踏まえ、各学

校、常任理事会および理事会において検

討のうえ、各年度の事業計画を策定して

いる。 
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Ⅳ 
リ

｜

ダ

｜

シ

ッ

プ

と

ガ

バ

ナ

ン

ス 

［基準Ⅳ-A 大学設置法人の長

のリーダーシップ］ 
Ⅳ-A-1 法令等に基づいて大学

設置法人の管理運営体制が確立

している。 
 
 
 

 

 

 
［基準Ⅳ-B 学長のリーダーシ

ップ］ 
Ⅳ- B -1学習成果を獲得するた

めに教授会等の大学の教学運営

体制が確立している。 
 
 
 
 
 
 
［基準Ⅳ-C ガバナンス］ 
Ⅳ- C -1 監事は法令等に基づい

て適切に業務を行っている。 
 
 
 
 
 
Ⅳ- C -2 評議員会等は法令等に

基づいて開催し、諮問機関等と

して適切に運営している。 
 
 
Ⅳ- C -3 大学は、高い公共性と

社会的責任を有しており、積極

的に情報を公表・公開して説明

責任を果たしている。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
４ 管理運営 
（１）法人内学校間連携の強化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［基準Ⅳ-A大学設置法人の長のリーダー

シップ］ 
Ⅳ-Ａ- 1［総務課］ 
・常勤役員および各学校長間において定期

的な情報共有・課題検討の機会を創出す

る。 
 
・理事会・評議員会において、「TOKIWA 

VISION 2023」の達成状況を検証す

る。 
 
［基準Ⅳ-B 学長のリーダーシップ］ 
Ⅳ-Ｂ- 1 
・新型コロナウイルス感染症の状況を注視

しながら、感染症対策と教育研究活動の

両立を図る。 
 
 
 
 
 
 
［基準Ⅳ-C ガバナンス］ 
Ⅳ-Ｃ- 1［監査室］ 

・監事は学校法人の業務、財産の状況、理

事の業務執行状況の監査を行う。 
 

 

 

------------------------------------- 

Ⅳ-Ｃ- 2［総務課］ 
・評議員会を理事会に合わせ定期開催する

とともに、必要に応じて臨時開催し、法

人の業務に関する重要事項を諮問する。 
------------------------------------- 
Ⅳ-Ｃ- 3［総務課］ 
・情報公開に関する各法令等の規定に基づ

き、速やかにわかりやすく必要な情報を

公開する。 
------------------------------------- 
Ⅳ-Ｃ- 3［人間科学研究科] 

[修士課程] 

・大学院設置基準教員数を念頭に置きつ

つ、同時に、領域ごとの院生の人数を加

味して、研究科の運営体制について検討

を継続する。 

・研究科委員会のもとに置かれている各委

員会の業務を精査し、可能であれば委員

会組織と活動のスリム化を図る。全学の

委員会については学部等から選出される

委員との兼任可否の検討等を進める。 

・第Ⅲ領域においては、研究指導教員と在

学院生数のアンバランスが恒常化してい

るため、是正に向けた対策を検討する。 

 

 

 

 

 

［基準Ⅳ-A 大学設置法人の長のリーダー

シップ］ 
Ⅳ-Ａ- 1［総務課］ 
・理事長、学長、常任理事、諸学校長を構成

員とした課題検討会および同メンバーに

副学長等を構成員に加えた学校間連携協

議会を定期的に開催した。 
・各担当から集約した「TOKIWA VISION 

2023」の達成状況について、評議員会

（2022年11月24日）で諮問し、理事会

2022年11月24日）において検証した。 
［基準Ⅳ-B 学長のリーダーシップ］ 
Ⅳ-Ｂ- 1 
・「常磐大学および常磐短期大学における

新型コロナウイルス感染症対策の基本方

針」については、随時見直しを行い、必要

に応じて改訂するとともに、適宜諸活動

における取扱い等を示し、適切な運用に

努めた。 
・授業については、「授業運営等に係る留意

事項等について」等によりその適切な実

施に努めた。 
［基準Ⅳ-C ガバナンス］ 
Ⅳ-Ｃ- 1［監査室］ 

・監事は学校法人の業務、財産の状況、理

事の業務執行状況の監査を会計監査人、

監査室と連携し、監査を遂行した。ま

た、監事は理事会、評議員会へ出席し、

必要に応じて意見を述べた。 

------------------------------------- 

Ⅳ-Ｃ- 2［総務課］ 
・理事会開催前に評議員会を開催し、法人

の業務に関する重要事項について諮問し

た。 
------------------------------------- 
Ⅳ-Ｃ- 3［総務課］ 
・各法令等に基づく公開すべき情報につい

て、それぞれに定められた期間内に、最

新の情報を公開した。 
------------------------------------- 
Ⅳ-Ｃ- 3［人間科学研究科] 

[修士課程] 

・学則変更に時間を費やしたため、研究科

の運営体制についての検討は未着手であ

る。 

・看護学研究科の設置に伴い、各委員会規

定（やその中における委員会構成）の見

直しが行われた。共同運営となった委員

会における業務の精査は、今後の課題で

ある。 

・検討の結果、一部の委員会では、研究科と

学部等で選出される委員を兼任してい

る。 

・第Ⅲ領域においては、在籍院生数に見合

った研究指導教員の配置に向けた対応を

進めた。 

・第Ⅲ領域においては、入試段階で厳正な

合否判定を維持し、領域の入学定員を守

ることを心がける。 

 
                                                                   以上 

 


